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Nagato City Public Relations

7月～10月

11月～2月

3月～6月

C 64
M 32
Y 0
K 0

C 0
M 50
Y 20
K 0

C 42
M 0
Y 56
K 0

C 40
M 20
Y 0
K 0

C 0
M 50
Y 10
K 0

C 40
M 0
Y 60
K 0

主な内容

● 特集 「おいでませ！山口国体」　写真でふりかえる夢と感動の11日間　2～ 5ページ
● 特集 人権を考える パート1　10～ 11ページ
● 特集 平成22年度決算報告  12 ～ 15ページ
● くらしの情報  18 ページ～

　・固定資産の現況が変更になった場合はご連絡を　・保険料納付済額証明書の発行について
　・平成24年長門市成人式　・秋の叙勲　・年末年始の業務　・平成24年度園児募集
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写
真
で
ふ
り
か
え
る

興
奮
と
感
動
の
11
日

ラグビーフットボール（少年男子）

空 手 道（全種別）

Rugby Football
Karatedo
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自転車ロード・レース

シーカヤック（デモンストレーションとしてのスポーツ行事）

Bicycle Road Race
Seakayak

悲
願
の
総
合
優
勝
達
成
！

　
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
が
、
10
月

１
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
会
期
中
は

県
内
各
地
の
競
技
会
場
に
多
く
の
来
場
者
が

詰
め
か
け
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
山
口
国
体
で
は
、
山
口
県
選
手
団

の
活
躍
も
め
ざ
ま
し
く
、悲
願
の
「
天
皇
杯
」

（
男
女
総
合
優
勝
）・「
皇
后
杯
」（
女
子
総
合

優
勝
）
獲
得
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

競
技
結
果

■
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
少
年
男
子
）

・
競
技
結
果

　

優　

勝
／
福
岡
県
、
準
優
勝
／
佐
賀
県

　

３　

位
／
栃
木
県
・
埼
玉
県

■
空
手
道

・
成
年
男
子
組
手
個
人
中
量
級

　
　

準
優
勝
／
宮
本　

尚
（
長
門
市
）

・
成
年
男
子
組
手
個
人
重
量
級

　
　

準
優
勝
／
井
渕　

智
（
山
口
県
）

・
成
年
男
子
形

　
　

優　

勝
／
長
谷
川　

匠
（
山
口
県
）

・
成
年
女
子
組
手
個
人
戦

　
　

４　

位
／
鈴
木　

ゆ
か
り
（
長
門
市
）

・
成
年
女
子
形

　
　

４　

位
／
中
廣　

一
恵
（
山
口
県
）

天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
展
示

　

今
回
の
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
で

獲
得
し
た
「
天
皇
杯
」、「
皇
后
杯
」
が
、
左

記
日
程
に
よ
り
県
内
８
ヵ
所
で
一
般
公
開
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
間
・
会
場

・
11
／
14 

（月）
〜
平
成
24
年
３
／
６
（火）　

・
県
庁
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ほ
か
８
会
場

■
長
門
市
内
の
展
示
予
定

・
平
成
24
年
２
／
３
（金）
〜
２
／
12 

（日）

・
香
月
泰
男
美
術
館　

９

：

00
〜
17

：

00

※
天
皇
杯
・
皇
后
杯
の
展
示
観
覧
は
無
料

・
少
年
男
子
組
手
個
人

　
　

準
優
勝
／
山
縣　

弘
朋
（
山
口
県
）

・
少
年
男
子
形

　
　

準
優
勝
／
藤
田　

健
太
郎
（
山
口
県
）

・
少
年
女
子
組
手
個
人

　
　

優　

勝
／
仁
見　

香
奈
絵
（
山
口
県
）

・
少
年
女
子
形

　
　

３　

位
／
磯
村　

美
季
（
山
口
県
）

・
組
手
団
体
／
準
優
勝

■
自
転
車
（
ロ
ー
ド
・
レ
ー
ス
）

・
成
年
男
子

　
　

11
位
／
白
石　

真
悟
（
長
門
市
）

・
少
年
男
子

　
　

10
位
／
相
本　

祥
政
（
山
口
県
）

　

今
回
の「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」

の
長
門
市
で
の
競
技
開
催
に
あ
た
り
、

300
人
を
越
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
み
な
さ
ん
ほ
か
、
約
300
人
の
市
内

高
校
生
の
み
な
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
方

に
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
事
業
所
・
団
体
ほ
か

大
会
運
営
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

多
く
の
み
な
さ
ん
に
、
会
場
装
飾
・
歓

迎
用
の
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
約
３
千
500

個
栽
培
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
、
無
事
に
大
会
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
３
年
12
月
26
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成
23

年
９
月
15
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て
長

門
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
登
録
者
で
、
県
内
の
他

市
町
に
転
出
（
１
回
に
限
ら
れ
る
）
さ

れ
た
人
は
、「
引
き
続
き
県
内
に
住
所
を

有
す
る
証
明
書
等
」
が
必
要
で
す
。
こ
の

証
明
書
は
、
長
門
市
で
も
、
転
出
先
の
市

町
で
も
発
行
し
ま
す
。

　

投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８

時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
８
つ
の
投

票
所
に
つ
い
て
は
午
前
７
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
午
後
７
時
ま
で
の
投
票
所

・
大
垰
投
票
所　

・
田
久
道
投
票
所

・
久
津
投
票
所　

・
本
郷
投
票
所

・
大
浦
投
票
所　

・
油
谷
投
票
所

・
水
岬
投
票
所　

・
川
尻
投
票
所

　

投
票
日
当
日
の
投
票
は
決
め
ら
れ
た

投
票
所
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
送
さ
れ
た
「
入
場
券
」
で
投
票
所
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
12
月
２
日
（金）
ま
で
に
市
内

転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
新
住
所
地

の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

12
月
３
日
（土）
以
後
に
届
け
出
を
し
た

人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票
と

な
り
ま
す
。

　

投
票
所
を
案
内
す
る
入
場
券
は
自
宅

へ
郵
送
し
ま
す
。
氏
名
と
投
票
所
を
よ

く
お
確
か
め
の
う
え
、
投
票
日
に
は
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
当
日
、
投
票
所
の
受
付
係
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

船
員
で
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

入
場
券
の
代
わ
り
に
「
案
内
文
書
」
を
郵

送
し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
入
場
券
の

代
わ
り
に
、
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の

提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
等
の
人
で
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
投
票
用
紙
請
求
書
が
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　

投
票
は
、
候
補
者
の
氏
名
を
ハ
ッ
キ
リ

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

候
補
者
の
氏
名
や
字
を
忘
れ
た
と
き

は
、
投
票
記
載
台
に
掲
示
し
て
い
る
候
補

者
一
覧
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
を
汚
損
し
た
場
合
や
、
書
き

損
じ
た
と
き
は
、
投
票
用
紙
を
再
交
付
し

ま
す
の
で
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　

身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
文
字

が
書
け
な
い
人
は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま

す
。
係
員
が
本
人
に
代
わ
っ
て
投
票
用

紙
に
記
入
し
ま
す
。
投
票
の
内
容
が
外

に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
投
票
で

き
ま
す
。
い
ず
れ
も
投
票
所
で
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た
め

投
票
で
き
な
い
人
は
、「
期
日
前
投
票
」

が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
が
届
い

て
い
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所
・
期
間

・
長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

12
月
17
日
（土）
〜
12
月
24
日
（土）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
00
分

・
各
支
所

　

12
月
17
日
（土）
〜
12
月
24
日
（土）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時
00
分

・
各
出
張
所

　

12
月
19
日
（月）
〜
12
月
22
日
（木）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
00
分

※
居
住
地
域
で
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
の
会
場
で
も
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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投
票
の
場
所
は

　

欠
員
に
伴
う
、
山
口
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
12
月
25

日
（日）
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
県
議
会
へ
私
た
ち

の
代
表
を
送
る
大
切
な
選
挙
で
あ
り
、一
人
ひ
と
り
の
貴

重
な
一
票
が
、
山
口
県
の
未
来
を
方
向
づ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
よ
く
考
え
て
、
あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
ム
ダ

に
し
な
い
よ
う
、
投
票
日
に
は
皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

　

選
挙
人
名
簿
登
録
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

（
選
挙
権
停
止
中
の
者
は
除
く
。）

投
票
で
き
る
人
は

証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は

投
票
の
時
間
は

代
理
・
点
字
投
票

期

日

前

投

票

●
日
時　

12
月
25
日
（日）

　
　
　
　
　
　

午
後
９
時
30
分
〜

● 

場
所  
長
門
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

●
中
間
発
表　

得
票
中
間
発
表
は
、
午

後
10
時
30
分
か
ら
30
分
お
き
に
行
い

ま
す
。
開
票
状
況
は
長
門
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
ほ
っ
ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
も
お

伝
え
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

長
門
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局　

℡
23
‐
１
１
６
７ 

開

票

は

不

在

者

投

票

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人

  

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人

は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。 

病
院
長
や
施
設
の
管
理
者
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

市
外
に
滞
在
中
の
人

  

本
人
が
「
宣
誓
書
・
請
求
書
」
に
よ
り

長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投

票
用
紙
の
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ

の
投
票
用
紙
を
持
っ
て
滞
在
地
の
市

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
き
、
不

在
者
投
票
を
し
ま
す
。 

請
求
は
早
め
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

害
は
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
、
内

臓
機
能
の
障
害
は
特
別
項
症
か
ら
第

３
項
症
と
書
い
て
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

５
と
書
い
て
あ
る
人

　

対
象
者
は
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投

票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
、
自
宅
な

ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
12
月
21
日
（水）
ま

で
で
す
。

代
理
記
載
で
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視

覚の障害の程度が１級と書いてある人

②戦傷病者手帳に上肢または視覚の障害

の程度が特別項症から第２項症と書い

てある人

　代理記載の方法による投票を行うため

には「郵便等投票証明書」に加え、あら

かじめ手続き（代理記載のための申請、

代理記載人の届出）が必要です。

※くわしくは選挙管理委員会事務局まで

お問い合わせください

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の

障
害
は
１
級
か
２
級
、
内
臓
機
能
の

障
害
は
１
級
か
３
級
、
免
疫
・
肝
臓
の

障
害
は
１
級
か
ら
３
級
の
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の
障

投
票
は
氏
名
を
ハ
ッ
キ
リ
と

平成23年度明るい選挙啓発標語応募作品
馬場  優  さん（三隅中学校３年）

投票日12月25日(日)

その一票　未来を変える　架け橋に

山口県議会議員補欠選挙

入
場
券
を
忘
れ
ず
に

私
の
一
票

必
ず
投
票
！

投 票 区 投　　票　　所 行　　　政　　　区

通 長門市通公民館会議室 通1区・通 2区・通 3区・通 4区・通 5区・通 6区・通 7区・
通 8区・通 9区・通 10区・通 11区・通 12区・通 13区

田ノ浦 田ノ浦会館 通 14 区・通 15 区・通 16 区
白潟 白潟公民館 白潟 1区・白潟 2区・白潟 3区

仙崎第１ 仙崎小学校屋内運動場 祇園町・南町・幸町・旭町・錦町・新屋敷町・
新開町・鳥越 1区・鳥越 2区

仙崎第２ あおい幼稚園 栄町・本町・北本町・洲崎町・今浦町・鍛冶屋町・
中新町・新町

大日比 大日比公会堂 大日比
大泊 青海島地区多目的研修集会所 大泊
青海 青海集落センター 青海
田屋 田屋公会堂 田屋
湊 湊２区公会堂 駅前区・湊1東区・湊1西区・湊2区・湊中央区・湊3区

正明市 長門市中央公民館玄関ホール 中山・緑ヶ丘・藤中・江良・正明市 1区・正明市 2区・
正明市 3区・正明市 4区・正明市 5区・上郷・下郷

上川西 上川西市営住宅集会所 下川西・後ヶ迫・上ノ原・開作・上川西 1区・
上川西 2区・上川西 3区

板　持 板持公会堂 板持 1区・板持 2区・板持 3区・板持 4区
長門河原 河原活性化センター 殿台・大河内・小河内・河原
湯本 湯本温泉旅館協同組合会議室 門前・湯本・三ノ瀬
渋木 大畑体育館１階多目的室 山小根・渋木中区・坂水・渋木 1区・渋木 2区・渋木 3区

大垰 大垰集会所 大垰　　　　　　　　　※投票時間は午後 7時まで

真木 真木公会堂 真木
木津 木津区民館 小原・木津
大羽山 長門市俵山公民館会議室 郷・黒川・大羽山
湯町 湯町区公民館 湯町・上政・上安田・下安田・七重
一の瀬 一の瀬公会堂 滝坂・一の瀬・三隅中畑・杉山
宗頭 長門市宗頭文化センター研修室 樅の木・宗頭・兎渡谷
上中小野 上中小野集落センター 麓・上中小野・下中小野・辻並
大竹 大竹集落センター 大竹・正楽寺
土手 長門市三隅保健センター 市・湯免・三隅中村・土手・久原・生島
津雲 津雲集落センター 津雲・飯井
野波瀬 野波瀬漁協会館 野波瀬
豊原 豊原コミュニティセンター 向山・豊原・二条窪・平野・上東方
浅田 三隅勤労者スポーツセンター 下東方・小島・浅田・殿村新開・向開作・沢江・上ゲ

古市 長門市日置保健センター 黄波戸口・堀田・亀山・亀山団地・古市・上城・狩宿・一円・
向田・川原・日置中村・東坂本・西坂本・炭床・長行

黄波戸 黄波戸漁村センター 長崎・黄波戸・矢ケ浦・茅刈・境川

国広 日置高齢者コミュニティセンター 大内山上・大内山下・畑・国広・真口・新市
農士園・小野地

野田 野田北集会所 北山・野田北・野田南・雨乞
久富 久富公民館 亀田・植松・荒人・長久・杣地・有宗・広中・稲石・人丸
新別名 油谷支所玄関ホール 新別名・駅通・大迫・東大坊

油谷河原 油谷河原農業研修所多目的ホール 芝崎・大坊・田上・二ノ瀬・坂根・山根
札場・河原浦・大江

伊上 伊上公民館 浅井・尾崎・里・伊上浦・岡・宮ノ馬場・上り野・
前方・須方・綾湖・貝川

蔵小田 旧蔵小田保育園ホール 上蔵小田・下蔵小田・油谷中畑・渡場・掛渕
津黄 山口県漁業協同組合津黄支店大広間 上津黄・東津黄・西津黄
後畑 宇津賀出張所会議室 東後畑・大畠・青村
立石 山口県漁業協同組合立石支店集会所 東立石・西立石
角山 角山老人憩いの家 小田・赤屋・木吹・大川尻
田久道 久原堂 田久道　　　　　　　　※投票時間は午後 7時まで
久津 向津具保育園ホール 白木・久津　　　　　　※投票時間は午後 7時まで
本郷 向津具小学校１階家庭科室 大和・南方・本郷・山崎・上野西　※投票時間は午後 7時まで

大浦 山口県漁業協同組合大浦支店階上会議室 大浦東・大浦西　　　　※投票時間は午後 7時まで
油谷 油谷公会堂 油谷　　　　　　　　　※投票時間は午後 7時まで
水　岬 水の口公会堂 水岬　　　　　　　　　※投票時間は午後 7時まで
川　尻 山口県漁業協同組合川尻支店生活改善室 中ノ森・上野東・川尻東・川尻西　※投票時間は午後 7時まで

投票所のご案内 投票は、決められた投票所で行うことになっています。
郵送された「投票所入場券」で投票所を確認してください。
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あ
な
た
の
声
を 

ま
ち
づ
く
り
へ
！

　

平
成
19
年
３
月
に
第
１
次
長
門
市
総
合

計
画
が
策
定
さ
れ
、
前
期
の
５
年
間
が
終

了
す
る
こ
と
か
ら
今
年
度
（
平
成
23
年

度
）、
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な

ご
意
見
を
反
映
し
、
今
後
の
長
門
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
計
画
に
す
る

た
め
、
平
成
23
年
７
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
本
庁
企
画
政
策
課
、

各
支
所
・
出
張
所
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

調
査
概
要

●
調
査
期
間　

７
／
４
（月）
〜
８
／
４
（木）

●
調
査
対
象
・
方
法
等

　

 

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
２
、０
０
０

人
を
無
作
為
抽
出
し
、
郵
送
方
式
で
実

施
し
ま
し
た

●
配
布
数　

２
、０
０
０

●
有
効
配
布
数
（Ａ）　

１
、９
９
４

●
回
収
数
（Ｂ）　

９
２
３

●
回
収
率
（
Ｂ
／
Ａ
）　

４
６
・
２
９
％

（１） 
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
視
す
べ

き
総
合
計
画
の
施
策

・ 

総
合
計
画
の
施
策
の
中
で
、
重
視
す
べ

き
項
目
と
し
て
は
、
全
体
で
「
地
域
産

業
づ
く
り
（
56
・
４
％
）」
が
最
も
多
く
、

「
福
祉
社
会
づ
く
り
（
38
・
８
％
）」「
ま

ち
の
基
盤
づ
く
り
（
29
・
４
％
）」
と

続
い
て
い
ま
す

・ 

性
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
順
位
は
同

様
で
す
が
、
男
性
で
は
「
地
域
産
業
づ

く
り
（
61
・
３
％
）」
が
突
出
し
、
女

性
で
は
「
福
祉
社
会
づ
く
り
（
43
・

６
％
）」
を
あ
げ
る
割
合
が
約
10
ポ
イ

ン
ト
男
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
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0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

企業の誘致、雇用の確保

救急・高度医療の充実

都市公園の整備
文化・芸術活動の振興
スポーツの振興

文化財の保存・活用
まち並みの保存・活用
市が保有する個人情報の保護
生涯学習の充実

棚田や森などの自然景観・環境保全

広域的な道路の整備

資源のリサイクル対策の充実
健康づくりの推進

交通安全対策の充実

地域福祉の充実
地域子育て支援対策の充実

幼児教育の充実

保育サービスの充実

消防・防災体制の充実
上下水道の整備

ごみの収集・処理対策の充実

学校教育の充実
防犯対策の充実

市道など地域の生活道路の整備

地域医療対策の充実

高齢者施策の充実
新エネルギー・
省エネルギーの推進

周辺市との広域観光
ネットワークの推進 市政に関する

情報提供

市政に対する
住民参加の推進
地域のコミュニティ活動に対する支援

反復型観光の推進

歩道の拡幅・
バリアフリー化

低所得世帯への福祉サービス充実

健全な財政運営や
行政改革の推進 福祉相談

の充実

水産業の振興
商工業の振興

農林業の振興

国際交流の推進

男女共同参画の推進

公営住宅の整備地域間交流の推進
地域情報化（ＩＴ化）の推進

ボランティアやＮＰＯ等の育成
体験型観光の推進

生活に関する相談窓口の充実

人権啓発・人権教育

地域特産物のブランド化・ＰＲ

バス交通網の整備
温泉など滞在型観光の推進

地震・台風などの
災害対策充実

満足度と重要度による項目分類
第
１
次
長
門
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

あなたの声を まちづくりへ！

※スコア算出方法
○ 満足度スコアの場合　 「満足」２点、「やや満足」１点、「どちらともいえない」０点、「やや不満」ー１点、「不満」ー２点とし、それぞ
れの回答者数を乗じた後、合計し、回答者総数で除して算出しています
○ 重要度スコアの場合　「重要」２点、「やや重要」１点、「どちらともいえない」０点、「あまり重要でない」ー１点、「重要でない」ー２点とし、
それぞれの回答者数を乗じた後、合計し、回答者総数で除して算出しています
※分類方法
　 満足度と重要度のスコアを二軸に、それぞれ 53 項目のスコアの平均値を算出し、平均値を上回るか、下回るかにより 4通りに分類します。
分類結果を以下のように位置づけています。
　①満足度 : 低 重要度 : 高・・・改善して重点的に取り組む項目　　③ 満足度 : 高 重要度 : 低・・・ このまま維持していく項目
　②満足度 : 高 重要度 : 高・・・継続して重点的に取り組む項目　　④ 満足度 : 低 重要度 : 低・・・見直しが必要な項目

10 代
2.3％

無回答
0.8％

20 代
7.5％

40 代
12.8％

30 代
10.9％

地域産業づくり

（％）

福祉社会づくり

まちの基盤づくり

人づくり

生活環境づくり

住民参加の
まちづくり

無回答

60代
29.1％

50 代
22.9％

70 歳以上
13.8％

0 20 40 60 80

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

農林業後継者の育成

（％）

地場特産品の開発、
ブランド化の促進

観光農園や直売所など
による交流促進

減農薬・有機栽培など
環境にやさしい農業の振興

農林業経営の規模拡大、
組織化による生産の合理化
など農林業経営基盤の強化
農道、林道など農林業用施設
整備、農地、山林整備など
農林業生産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50 60

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

水産業後継者の育成

（％）

水産特産品の開発、
ブランド化の促進

朝市など鮮魚、水産加工品
販売による交流促進

種苗放流と魚礁の設置

水産業経営の規模拡大、合理化
など水産業経営基盤の強化

水産施設整備、漁港整備
など水産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

道の駅など道路沿道を活用した
広域交流型商業施設の整備

（％）

既存商店、商業施設の活性化
によるにぎわい空間の整備

小規模店の共同店舗化による
商業の新たな拠点づくり

商業経営の近代化やサービス
向上のための支援の充実

大規模な店舗（スーパー、
デパートなど）の誘致

各種融資制度の周知と活用促進

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

10 代
2.3％

無回答
0.8％

20 代
7.5％

40 代
12.8％

30 代
10.9％

地域産業づくり

（％）

福祉社会づくり

まちの基盤づくり

人づくり

生活環境づくり

住民参加の
まちづくり

無回答

60代
29.1％

50 代
22.9％

70 歳以上
13.8％

0 20 40 60 80

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

農林業後継者の育成

（％）

地場特産品の開発、
ブランド化の促進

観光農園や直売所など
による交流促進

減農薬・有機栽培など
環境にやさしい農業の振興

農林業経営の規模拡大、
組織化による生産の合理化
など農林業経営基盤の強化
農道、林道など農林業用施設
整備、農地、山林整備など

農林業生産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50 60

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

水産業後継者の育成

（％）

水産特産品の開発、
ブランド化の促進

朝市など鮮魚、水産加工品
販売による交流促進

種苗放流と魚礁の設置

水産業経営の規模拡大、合理化
など水産業経営基盤の強化

水産施設整備、漁港整備
など水産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

道の駅など道路沿道を活用した
広域交流型商業施設の整備

（％）

既存商店、商業施設の活性化
によるにぎわい空間の整備

小規模店の共同店舗化による
商業の新たな拠点づくり

商業経営の近代化やサービス
向上のための支援の充実

大規模な店舗（スーパー、
デパートなど）の誘致

各種融資制度の周知と活用促進

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

10 代
2.3％

無回答
0.8％

20 代
7.5％

40 代
12.8％

30 代
10.9％

地域産業づくり

（％）

福祉社会づくり

まちの基盤づくり

人づくり

生活環境づくり

住民参加の
まちづくり

無回答

60代
29.1％

50 代
22.9％

70 歳以上
13.8％

0 20 40 60 80

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

農林業後継者の育成

（％）

地場特産品の開発、
ブランド化の促進

観光農園や直売所など
による交流促進

減農薬・有機栽培など
環境にやさしい農業の振興

農林業経営の規模拡大、
組織化による生産の合理化
など農林業経営基盤の強化
農道、林道など農林業用施設
整備、農地、山林整備など

農林業生産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50 60

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

水産業後継者の育成

（％）

水産特産品の開発、
ブランド化の促進

朝市など鮮魚、水産加工品
販売による交流促進

種苗放流と魚礁の設置

水産業経営の規模拡大、合理化
など水産業経営基盤の強化

水産施設整備、漁港整備
など水産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

道の駅など道路沿道を活用した
広域交流型商業施設の整備

（％）

既存商店、商業施設の活性化
によるにぎわい空間の整備

小規模店の共同店舗化による
商業の新たな拠点づくり

商業経営の近代化やサービス
向上のための支援の充実

大規模な店舗（スーパー、
デパートなど）の誘致

各種融資制度の周知と活用促進

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

10 代
2.3％

無回答
0.8％

20 代
7.5％

40 代
12.8％

30 代
10.9％

地域産業づくり

（％）

福祉社会づくり

まちの基盤づくり

人づくり

生活環境づくり

住民参加の
まちづくり

無回答

60代
29.1％

50 代
22.9％

70 歳以上
13.8％

0 20 40 60 80

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

農林業後継者の育成

（％）

地場特産品の開発、
ブランド化の促進

観光農園や直売所など
による交流促進

減農薬・有機栽培など
環境にやさしい農業の振興

農林業経営の規模拡大、
組織化による生産の合理化
など農林業経営基盤の強化
農道、林道など農林業用施設
整備、農地、山林整備など

農林業生産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50 60

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

水産業後継者の育成

（％）

水産特産品の開発、
ブランド化の促進

朝市など鮮魚、水産加工品
販売による交流促進

種苗放流と魚礁の設置

水産業経営の規模拡大、合理化
など水産業経営基盤の強化

水産施設整備、漁港整備
など水産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

道の駅など道路沿道を活用した
広域交流型商業施設の整備

（％）

既存商店、商業施設の活性化
によるにぎわい空間の整備

小規模店の共同店舗化による
商業の新たな拠点づくり

商業経営の近代化やサービス
向上のための支援の充実

大規模な店舗（スーパー、
デパートなど）の誘致

各種融資制度の周知と活用促進

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

10 代
2.3％

無回答
0.8％

20 代
7.5％

40 代
12.8％

30 代
10.9％

地域産業づくり

（％）

福祉社会づくり

まちの基盤づくり

人づくり

生活環境づくり

住民参加の
まちづくり

無回答

60代
29.1％

50 代
22.9％

70 歳以上
13.8％

0 20 40 60 80

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

農林業後継者の育成

（％）

地場特産品の開発、
ブランド化の促進

観光農園や直売所など
による交流促進

減農薬・有機栽培など
環境にやさしい農業の振興

農林業経営の規模拡大、
組織化による生産の合理化
など農林業経営基盤の強化
農道、林道など農林業用施設
整備、農地、山林整備など

農林業生産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50 60

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

水産業後継者の育成

（％）

水産特産品の開発、
ブランド化の促進

朝市など鮮魚、水産加工品
販売による交流促進

種苗放流と魚礁の設置

水産業経営の規模拡大、合理化
など水産業経営基盤の強化

水産施設整備、漁港整備
など水産基盤の整備

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

道の駅など道路沿道を活用した
広域交流型商業施設の整備

（％）

既存商店、商業施設の活性化
によるにぎわい空間の整備

小規模店の共同店舗化による
商業の新たな拠点づくり

商業経営の近代化やサービス
向上のための支援の充実

大規模な店舗（スーパー、
デパートなど）の誘致

各種融資制度の周知と活用促進

無回答

その他

0 10 20 30 40 50

■男　性　　　
（ｎ＝４２６）
■女　性　　　
（ｎ＝４８２）

（１）重視すべき総合計画の施策

（２）今後力を入れるべき農林業振興策

（３）今後力を入れるべき水産業振興策

（４）今後力を入れるべき商業業振興策

（２）
今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
農
林
業
振
興
策

・ 

長
門
市
の
農
林
業
を
振
興
す
る
た
め
に
、

今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て
は「
農

林
業
後
継
者
の
育
成
（
46
・
２
％
）」
が
最

も
多
く
、
次
い
で
「
地
場
特
産
品
の
開
発
、

ブ
ラ
ン
ド
化
の
促
進
（
40
・
２
％
）」
が
続

き
、
以
下
「
観
光
農
園
や
直
販
所
な
ど
に

よ
る
交
流
促
進
（
26
・
０
％
）」、「
減
農
薬
・

有
機
栽
培
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の

振
興
（
24
・
８
％
）」
と
な
っ
て
い
ま
す

・ 

性
別
に
み
る
と
、
男
性
は
「
地
場
特
産

品
の
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
促
進
（
48
・

８
％
）」、
女
性
は
「
農
林
業
後
継
者
の
育
成

（
46
・
７
％
）」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、男
性
は
、「
地
場
特
産
品
の
開
発
、

ブ
ラ
ン
ド
化
等
の
促
進
（
男
性
48
・
８
％
、

女
性
33
・
２
％
）」
を
あ
げ
る
割
合
が
女
性

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、「
減
農
薬
・

有
機
栽
培
な
ど
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の

振
興
（
女
性
28
・
８
％
、
男
性
20
・
０
％
）」

を
あ
げ
る
割
合
は
反
対
に
女
性
が
男
性
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す

（３）
今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
水
産
業
振
興
策

・ 

長
門
市
の
水
産
業
を
振
興
す
る
た
め
に
、

今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、

「
水
産
業
後
継
者
の
育
成
（
42
・
６
％
）」

が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
朝
市
な
ど
鮮

魚
、
水
産
加
工
品
販
売
に
よ
る
交
流
促

進
（
41
・
４
％
）」
が
続
き
、
以
下
「
水

産
特
産
品
の
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
促
進

（
32
・
５
％
）」、「
種
苗
放
流
と
魚
礁
の
設

置
（
17
・
８
％
）」
と
な
っ
て
い
ま
す

・ 
性
別
に
み
る
と
、
男
性
は
「
水
産
業
後

継
者
の
育
成
（
44
・
４
％
）」
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
女
性
は
「
朝

市
な
ど
鮮
魚
、
水
産
加
工
品
販
売
に
よ

る
交
流
促
進
（
41
・
７
％
）」「
水
産
業

後
継
者
の
育
成
（
41
・
３
％
）」
が
ほ

ぼ
同
数
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

（４）
今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
商
業
振
興
策

・ 

長
門
市
の
商
業
を
振
興
す
る
た
め
に
、

今
後
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て

は
、「
道
の
駅
な
ど
道
路
沿
道
を
活
用

し
た
広
域
交
流
型
商
業
施
設
の
整
備

（
43
・
６
％
）」
が
最
も
多
く
、
以
下
「
既

存
商
店
、
商
業
施
設
の
活
性
化
に
よ
る

賑
わ
い
空
間
の
整
備
（
32
・
４
％
）」、

「
小
規
模
店
の
共
同
店
舗
化
に
よ
る
商

業
の
新
た
な
拠
点
づ
く
り
（
29
・
３
％
）」

と
な
っ
て
い
ま
す

・ 

性
別
に
み
る
と
、
男
女
と
も
「
道
の
駅
な

ど
道
路
沿
道
を
活
用
し
た
広
域
交
流
型
商

業
施
設
の
整
備
（
男
性
41
・
３
％
、
女
性

45
・
６
％
）」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、こ
れ
に
次
ぐ
振
興
策
は
男
性
が「
小

規
模
店
の
共
同
店
舗
化
に
よ
る
商
業
の
新

た
な
拠
点
づ
く
り
（
35
・
０
％
）」
に
対

し
て
、
女
性
が
「
既
存
商
店
、
商
業
施
設

の
活
性
化
に
よ
る
賑
わ
い
空
間
の
整
備

（
33
・
２
％
）」
と
異
な
っ
て
い
ま
す

● 
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特 集 権 を考人

人権を考える

基
本
的
人
権
と
は
？

　

私
た
ち
は
、
誰
も
が
「
幸
せ
に
暮
ら
し

た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、「
自
由
に
発
言
で
き
る
」「
平
等
に
教

育
を
受
け
ら
れ
る
」「
自
由
に
職
業
が
選

べ
る
」「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
送
れ

る
」
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の

権
利
を
総
称
し
て
「
基
本
的
人
権
」
と
言

い
ま
す
。

　

高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
る
中
、
年
齢
を

理
由
に
家
庭
や
社
会
の
中
で
高
齢
者
が
疎

外
さ
れ
た
り
、
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
に
対
す
る
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、
財

産
を
本
人
に
無
断
で
家
族
が
処
分
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

　

高
齢
者
に
対
す
る
尊
敬
や
感
謝
の
心
を

育
て
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
持
つ
優
れ

た
知
識
や
経
験
な
ど
を
生
か
し
て
社
会
参

加
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
に
な
る
こ
と
は
、
誰
も
避
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
人
権
を

大
切
に
す
る
こ
と
は
決
し
て
他
人
ご
と
で

な
く
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し

て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

男
女
平
等
の
理
念
は
、
日
本
国
憲
法
に

明
記
さ
れ
て
お
り
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

みなさんは「人権」という言葉についてどのような印象を受けますか？
さまざまな印象があると思いますが、身近な感じはしないかもしれません。では、「命」や「心」
ということばは「人権」に比べ、少し身近に感じませんか？「人権を大切にする」ということは、
「命・心を大切にする」ということと同じです。「自分」の人権も「他人」の人権も同じよう
に大切にしましょう。

法
な
ど
に
よ
っ
て
、
男
女
平
等
の
原
則
が

確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
に

は
今
な
お
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
っ
た
男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
と
ら

え
る
意
識
が
社
会
に
根
強
く
残
っ
て
お

り
、
家
庭
や
職
場
に
お
い
て
種
々
の
男
女

差
別
を
生
む
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
配

偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場

に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
等
、
男
女
間
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
暴
力
問
題
も
、
男
女
の
人
権
に
関
す
る

重
大
な
問
題
の
一
つ
で
す
。

　

学
校
な
ど
で
は
陰
湿
な
「
い
じ
め
」
が

発
生
し
た
り
、
家
庭
で
は
親
に
よ
る
子
ど

も
へ
の
「
虐
待
」
が
増
加
す
る
な
ど
、
子

ど
も
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
行
為
が

起
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
を
守
る
た
め
に
は
子
ど

も
が
子
ど
も
と
し
て「
生
き
る
権
利
」、「
育

つ
権
利
」、「
守
ら
れ
る
権
利
」、「
参
加
す

る
権
利
」
な
ど
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
子
ど
も
の
人
権
を
大

切
に
す
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
と
自
立
を

実
現
す
る
た
め
に
「
障
が
い
者
と
共
に
生

き
る
」
と
い
う
社
会
の
意
識
づ
く
り
が
大

える

切
で
す
。
障
が
い
者
は
、
障
が
い
の
な
い

人
と
違
っ
た
特
別
の
存
在
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
社
会
全
体
で
障
が
い
者
が
あ
り
の
ま

ま
の
姿
で
参
加
で
き
る
社
会
の
し
く
み
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
人
は
、異
な
る
文
化
や
生
活
習
慣
、

言
語
を
持
つ
人
々
と
の
つ
き
あ
い
が
苦
手

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
外
国
人

が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
と
、
す
べ
て
の
外

国
人
に
対
し
て
不
当
な
扱
い
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
国
籍
や
民
族
、
人
種
を
超

え
て
お
互
い
の
文
化
や
価
値
観
を
認
め
共

存
し
て
い
く
と
い
う
人
権
意
識
を
育
ん
で

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
和
問
題
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に

お
い
て
諸
施
策
を
総
合
的
・
計
画
的
に
実

施
し
て
き
た
結
果
、
実
態
的
差
別
の
解
消

に
つ
い
て
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
ま

た
、
教
育
、
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
同
和
問
題
に
対
す
る
理
解

も
深
ま
っ
て
き
て
お
り
、
成
果
は
着
実
に

進
展
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
人
権

山
口
県
人
権
推
進
指
針

〜
県
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

た
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て
〜

【
基
本
理
念
】

　

山
口
県
民
す
べ
て
が
一
生
の
間
、
家
庭
、

地
域
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
、

自
分
の
人
格
が
尊
重
さ
れ
、
他
人
の
人
格

を
尊
重
し
て
自
由
で
平
等
な
生
活
を
共
に

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り

が
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
い
の
ち
（
生
命
）

の
主
体
者
で
あ
る
と
い
う
、
人
間
尊
重
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、「
県
民
一
人
ひ

と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
心
豊
か
な
地

域
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
総
合
的
に
人

権
に
関
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
り
諸
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

い
の
ち
（
生
命
）

だ
れ
も
が
、か
け
が
え
の
な
い
「
い
の
ち
」

を
大
切
に
す
る
地
域
社
会
の
創
造
を
め
ざ

し
ま
す
。

じ
ゆ
う
（
自
由
）

だ
れ
も
が
、
他
人
を
害
す
る
こ
と
な
く
、

自
由
で
自
立
し
た
生
活
の
で
き
る
地
域
社

会
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

び
ょ
う
ど
う
（
平
等
）

だ
れ
も
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
等
し
く

参
加
・
参
画
で
き
る
地
域
社
会
の
創
造
を

め
ざ
し
ま
す
。

き
ょ
う
せ
い
（
共
生
）

だ
れ
も
が
、
多
様
な
文
化
や
価
値
観
、
個

性
を
尊
重
し
、
共
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会

の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

男
女
の
人
権

子
ど
も
の
人
権

障
が
い
者
の
人
権

外
国
人
の
人
権

同
和
問
題

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

　

本
市
で
も
、
差
別
の
な
い
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
啓
発
や
研
修

を
進
め
て
い
ま
す
。
因
習
や
偏
見
、
世
間

体
な
ど
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
人
権
と

い
う
視
点
か
ら
解
決
へ
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
々
、
エ
イ
ズ
や
ハ
ン
セ
ン

病
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
っ
た
人
、
罪
を

犯
し
た
人
、
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
、
世
界
に
は
人
種
差
別
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
高
度
情
報
化
社
会
の
進
展

に
伴
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
人
権
侵

害
に
な
り
か
ね
な
い
行
為
（
他
人
へ
の
誹

謗
・
中
傷
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
）

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

人
が
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、「
人

権
」
と
い
う
視
点
か
ら
日
常
生
活
を
見
ま

わ
し
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
私
た
ち

が
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と
。
そ

れ
は
、
ま
ず
相
手
の
立
場
を
思
い
や
る
こ

と
、相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
簡
単
そ
う
で
す
が
、
な
か
な
か
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
慢
す
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
が
「
人
間
ら
し
く
生
き

る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
す
。
相
手
の
立
場
を
思
い
や
り
、
相
手

の
気
持
ち
を
考
え
て
生
活
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る
よ
う
に
心

が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
自
分
の
幸

せ
に
も
つ
な
が
っ
て
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る
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ず
で
す
。

人
間
ら
し
く
生
き
る

12 月 4 日（日）～ 10 日（土）は人権週間です

人
権
相
談
所
（
平
日
の
み
）

◆
場
所　

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

◆
電
話　

０
８
３
８
ー
２
２
ー
０
４
７
８

◆
相
談
時
間　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
民
課　

市
民
相
談
係

　
　
　
　
　
　

電
話　

２
３
ー
１
１
１
５

　
「
人
権
の
花
運
動
」
は
、
小
学
生
が

皆
と
協
力
し
て
花
を
育
て
、
観
賞
す
る

こ
と
に
よ
り
児
童
の
情
操
を
培
い
、
豊

か
な
心
を
も
っ
て
人
を
愛
す
る
心
の
輪

を
ひ
ろ
げ
る
運
動
で
す
。
こ
の
運
動
を

通
じ
て
児
童
に
人
権
思
想
に
対
す
る
理

解
を
自
然
に
体
得
し
て
も
ら
い
、
ひ
い

て
は
国
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
願
っ

て
行
う
も
の
で
す
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ひ
ま
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種
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及
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人
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花
運
動
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プ
レ
ー
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協
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お
願
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て
い
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す
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　災害復旧費
2億1,461 万円
　  （1.0％）

   　その他
9億9,905 万円
　  （4.4％）
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　（23.7％）

　  公債費
41億4,257 万円
　（18.4％）

　  総務費
38億7,198 万円
　（17.3％）

   農林水産費
17億    554 万円
　 （7.6％）
   　土木費
14億2,409 万円
　  （6.3％）

   　教育費
30億2,212 万円
　  （13.5％）

   　衛生費
13億6,182 万円
　  （6.1％）

   　消防費
7億2,193 万円
　  （3.5％）

   　消防費
6億3,262 万円
　  （2.8％）
   　商工費
6億1,151万円
　  （2.9％）

   　商工費
4億7,138 万円
　  （2.1％）
  議会費
1億6,745 万円
　  （0.7％）
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   　単位：万円
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   農林水
産業費

   教育費

   衛生費

   土木費

   消防費

   商工費

   議会費

   その他

   3万6,457 円

   2 万 8,639 円

   1万6,404 円

   1万4,528 円

   4,319 円

   25,724 円

市民一人あたりに使われたお金
   ※平成23年11月1日現在の住民基本台帳の
　　人口38,837 人から算出

 ※１に近いほど裕福

88
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91

92

93

財政力指数とは地方公共団体の財政上の能力を示すもの
です。これが「１」に近いほど裕福な財政といえます。

経常収支比率は財政の弾力性を示すものです。この比率
が大きいほど硬直化した財政といえます。

公債費とそれに準じる経費の割合。高いほど財政が硬直
化しています。
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投資的経費
 16.7％

歳入総額
231億
6,836 万円

使用料及び手数料
  4億9,931 万円

繰越金
  4億5,000 万円

分担金及び負担金
     1億9,051 万円
財産収入

  8,644 万円
繰入金

1,204 万円
寄附金

1,629 万円

地方消費税交付金
  3億4,965 万円

地方譲与税
  2億2,385 万円

自動車取得税交付金
       6,333 万円

地方特例交付金
7,143 万円

利子割交付金
1,748 万円

配当割交付金
698万円

株式等譲渡所得割交付金
202万円

ゴルフ場利用税交付金
973万円

交通安全対策特別交付金
524万円

歳出総額
226億
8,325 万円

義務的経費
 49.0％

その他
 34.3％

人件費
18.8％

扶助費
11.8％

公債費
18.5％普通建設事業費

　　15.8％

災害復旧費
　 1.0％

物件費
10.7％

繰出金
12.1％

その他
11.4％

財政力指数

昨年度
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0.393
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0.565
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市税
39億7,565 万円
（17.2％）

諸収入
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　  （6.1％）

   　消防費
7億2,193 万円
　  （3.5％）

   　消防費
6億3,262 万円
　  （2.8％）
   　商工費
6億1,151万円
　  （2.9％）

   　商工費
4億7,138 万円
　  （2.1％）
  議会費
1億6,745 万円
　  （0.7％）

0 3 6 9 12 15
   　単位：万円

   民生費

   公債費

   総務費

   農林水
産業費

   教育費

   衛生費

   土木費

   消防費

   商工費

   議会費

   その他

   3万6,457 円

   2 万 8,639 円

   1万6,404 円

   1万4,528 円

   4,319 円

   25,724 円

市民一人あたりに使われたお金
   ※平成23年11月1日現在の住民基本台帳の
　　人口38,837 人から算出

 ※１に近いほど裕福
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財政力指数とは地方公共団体の財政上の能力を示すもの
です。これが「１」に近いほど裕福な財政といえます。

経常収支比率は財政の弾力性を示すものです。この比率
が大きいほど硬直化した財政といえます。

公債費とそれに準じる経費の割合。高いほど財政が硬直
化しています。

　  民生費
52億8,278 万円
　（23.3％）

　  公債費
44億7,137 万円
　（19.7％）

　  総務費
32億9,651 万円
　（14.5％）

   教育費
28億4,135 万円
　 （12.5％）

   　衛生費
14億1,587 万円
　  （6.2％）

   　農林水産業費
16億8,040 万円
　  （7.4％）

   　土木費
11億1,226 万円
　  （4.9％）

    消防費
6億3,710 万円
　 （2.8％）

   商工費
5億6,424 万円
　 （2.5％）

   13万6,024 円

   11 万5,132 円

   8 万4,881 円

   7 万3,161 円

   4万3,268 円

   　議会費
1億6,773 万円
　  （0.7％）

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

　  公債費
41億4,257 万円
　（18.4％）

　  総務費
38億7,198 万円
　（17.3％）

   農林水産費
17億    554 万円
　 （7.6％）
   　土木費
14億2,409 万円
　  （6.3％）

   　教育費
30億2,212 万円
　  （13.5％）

   　衛生費
13億6,182 万円
　  （6.1％）
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0.0
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0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

投資的経費
 16.7％

歳入総額
231億
6,836 万円

使用料及び手数料
  4億9,931 万円

繰越金
  4億5,000 万円

分担金及び負担金
     1億9,051 万円
財産収入

  8,644 万円
繰入金

1,204 万円
寄附金

1,629 万円

地方消費税交付金
  3億4,965 万円

地方譲与税
  2億2,385 万円

自動車取得税交付金
       6,333 万円

地方特例交付金
7,143 万円

利子割交付金
1,748 万円

配当割交付金
698万円

株式等譲渡所得割交付金
202万円

ゴルフ場利用税交付金
973万円

交通安全対策特別交付金
524万円

歳出総額
226億
8,325 万円

義務的経費
 49.0％

その他
 34.3％

人件費
18.8％

扶助費
11.8％

公債費
18.5％普通建設事業費

　　15.8％

災害復旧費
　 1.0％

物件費
10.7％

繰出金
12.1％

その他
11.4％

財政力指数

昨年度
長門市
0.393

県平均
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国平均
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 ※小さいほどよい

経常収支比率
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　　依存財源
　　173億5,637 万円
　　　（74.9％）

市税
39億7,565 万円
（17.2％）

諸収入
5億8,175 万円
（2.5％）

その他
12億5,459 万円
    （5.4％）

　地方交付税
89億9,599 万円
　（38.8％）

　　市　債
34億5,840 万円
 　 （14.9％）

　　県支出金
14億6,033 万円
　　（6.3％）

　国庫支出金
26億9,195 万円
　（11.6％）

　　その他
7億4,970 万円
   　（3.2％）

自主財源
58億1,199 万円
     （25.1％）
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長
門
市
の
平
成
22
年
度
の
決
算
が
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
税
金
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
収
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て

い
る
か
、
長
門
市
の
台
所
事
情
を
平
成
22
年
度
の
決
算
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

長
門
市
の
会
計
は
３
つ
の
会
計
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
１
つ
目
は
、一
般
的
な
経
費
が
出
し

入
れ
さ
れ
る
「
一
般
会
計
」、
２
つ
目
は
特
別

な
事
業
を
行
う
た
め
の
経
費
を
一
般
会
計
と

は
区
別
し
て
出
し
入
れ
す
る
「
特
別
会
計
」、

３
つ
目
は
法
律
に
よ
っ
て
収
益
が
認
め
ら
れ

て
い
る
水
道
事
業
な
ど
の
「
公
営
企
業
会
計
」

で
す
。
こ
の
中
で
、
市
の
運
営
上
の
中
核
と

な
り
、
最
も
大
き
な
お
金
が
出
入
り
す
る
会

計
が
「
一
般
会
計
」
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

私
た
ち
の
生
活
に
最
も
関
わ
り
が
深
い
の

が
一
般
会
計
で
す
。
平
成
22
年
度
一
般
会
計

で
は
、
歳
入
が
２
３
１
億
６
、８
３
６
万
円
、

歳
出
が
２
２
６
億
８
、３
２
５
万
円
で
、
翌
年

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
４
、９
４
０
万
円
を
差

し
引
き
４
億
３
、５
７
０
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。
対
前
年
比
で
は
、
歳
入
・
歳

出
と
も
前
年
よ
り
約
10
％
増
加
し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
市
税
歳
入
は
減
、
交
付
税
が
増

　

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

が
、
39
億
７
、５
６
５
万
円
で
、
前
年
に
対
し

て
１
・
９
％
の
減
、
歳
入
全
体
の
17
・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
財
政
力
に
応

じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
「
地
方
交
付
税
」
が

89
億
９
、５
９
９
万
円
で
前
年
度
比
６
・
２
％

増
、
歳
入
全
体
の
38
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
雇
用
対
策
・
地
域

資
源
活
用
臨
時
特
例
費
や
子
ど
も
手
当
の
創

設
な
ど
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
増
え
た
た
め
、

昨
年
度
を
大
幅
に
上
回
る
歳
入
決
算
額
と
な

用語解説
■自主財源
　市税や市の施設の使用料な
ど市が独自で調達するお金
■依存財源
　地方交付税や国・県支出金
など国や県から市に入ってく
るお金

り
ま
し
た
。

　

市
税
や
使
用
料
な
ど
、
長
門
市
が
独
自
に

確
保
で
き
る
収
入
を
「
自
主
財
源
」
と
呼
び
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
や
借
入
金
を
「
依
存
財
源
」
と
呼
び
ま

す
。
平
成
22
年
度
の
歳
入
で
は
、
自
主
財
源

が
歳
入
全
体
の
25
・
１
％
で
、
依
存
財
源
は
歳

入
全
体
の
74
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
割

合
が
昨
年
度
よ
り
も
３
％
増
え
て
い
ま
す
。

【
歳
出
】
事
業
増
加
に
よ
り
決
算
額
も
増

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
約
22
億

円
（
10
・
９
％
）
の
増
で
し
た
。
歳
出
の
ト
ッ

プ
は
民
生
費
52
億
８
、２
７
８
万
円
で
、
全
体

の
23
・
３
％
を
占
め
て
お
り
、
昨
年
度
に
比

べ
６
億
２
、３
９
８
万
円
（
13
・
４
％
）
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
次
に
多
い
の
が
市
の
借
金

に
当
た
る
公
債
費
で
、
44
億
７
、１
３
１
万
円

で
全
体
の
19
・
７
％
に
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
、

５
億
５
、２
３
１
万
円
（
14 
・
１
％
）
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
３
番
目
に
多
い
の
が
、
総
務

費
で
32
億
９
、６
５
１
万
円
、
全
体
の
14
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
費
が
、
深

川
小
学
校
の
建
て
替
え
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、
学
校
施
設
耐
震
化
工
事
な
ど
の
た
め
、

59
・
３
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
を
、
性
質
別
に
分
類
す
る
と
、
義
務
的

経
費
が
49
・
０
％
で
昨
年
に
比
べ
１
・
９
％
の

減
、
投
資
的
経
費
が
16
・
７
％
で
昨
年
に
比
べ

１
・
８
％
の
増
で
し
た
。

■総務費
　市の全般的な事務事業のた
めの経費
■農林水産業費
　農林業の振興、漁港などの維
持・整備、農業委員会の経費
■土木費
　道路・公園・市営住宅などの
維持・整備の経費
■衛生費
　各種検診、環境対策、ごみ処
理などの経費
■教育費
　小・中学校の教育、文化・ス
ポーツ振興などの経費
■消防費
　消防に関する経費
■商工費
　商工業や観光振興のための
経費
■議会費
　市議会運営のための経費

性質別歳出割合

用語解説
■義務的経費
　支出が義務づけられており、
任意に削減できない経費
■投資的経費
　建物や道路の整備などの経
費で、その支出の効果が長期
にわたって持続するもの
■民生費
　児童・高齢者・障害者などの
福祉に関する経費
■公債費
　事業を行うために借り入れ
たお金の償還金

■市税
　市民のみなさんから納めて
いただく税金や会社の法人市
民税など
■地方交付税
　国の所得税、法人税、酒税
などを一定割合で市の財政状
況に応じて国から交付される
お金
■市債
　市が事業を行うために借り
入れたお金

特集■決算報告

決
算
報
告

特集
平成22年度一般会計

歳入

歳出

　災害復旧費
2億1,461 万円
　  （1.0％）

   　その他
9億9,905 万円
　  （4.4％）
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　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

　  公債費
41億4,257 万円
　（18.4％）

　  総務費
38億7,198 万円
　（17.3％）

   農林水産費
17億    554 万円
　 （7.6％）
   　土木費
14億2,409 万円
　  （6.3％）

   　教育費
30億2,212 万円
　  （13.5％）

   　衛生費
13億6,182 万円
　  （6.1％）

   　消防費
7億2,193 万円
　  （3.5％）

   　消防費
6億3,262 万円
　  （2.8％）
   　商工費
6億1,151万円
　  （2.9％）

   　商工費
4億7,138 万円
　  （2.1％）
  議会費
1億6,745 万円
　  （0.7％）
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   衛生費

   土木費

   消防費

   商工費

   議会費

   その他

   3万6,457 円

   2 万 8,639 円

   1万6,404 円

   1万4,528 円

   4,319 円

   25,724 円

市民一人あたりに使われたお金
   ※平成23年11月1日現在の住民基本台帳の
　　人口38,837 人から算出
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財政力指数とは地方公共団体の財政上の能力を示すもの
です。これが「１」に近いほど裕福な財政といえます。

経常収支比率は財政の弾力性を示すものです。この比率
が大きいほど硬直化した財政といえます。

公債費とそれに準じる経費の割合。高いほど財政が硬直
化しています。

　  民生費
52億8,278 万円
　（23.3％）

　  公債費
44億7,137 万円
　（19.7％）

　  総務費
32億9,651 万円
　（14.5％）

   教育費
28億4,135 万円
　 （12.5％）

   　衛生費
14億1,587 万円
　  （6.2％）

   　農林水産業費
16億8,040 万円
　  （7.4％）

   　土木費
11億1,226 万円
　  （4.9％）

    消防費
6億3,710 万円
　 （2.8％）

   商工費
5億6,424 万円
　 （2.5％）

   13万6,024 円

   11 万5,132 円

   8 万4,881 円

   7 万3,161 円

   4万3,268 円

   　議会費
1億6,773 万円
　  （0.7％）

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

　  公債費
41億4,257 万円
　（18.4％）

　  総務費
38億7,198 万円
　（17.3％）

   農林水産費
17億    554 万円
　 （7.6％）
   　土木費
14億2,409 万円
　  （6.3％）

   　教育費
30億2,212 万円
　  （13.5％）

   　衛生費
13億6,182 万円
　  （6.1％）
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投資的経費
 16.7％

歳入総額
231億
6,836 万円

使用料及び手数料
  4億9,931 万円

繰越金
  4億5,000 万円

分担金及び負担金
     1億9,051 万円
財産収入

  8,644 万円
繰入金

1,204 万円
寄附金

1,629 万円

地方消費税交付金
  3億4,965 万円

地方譲与税
  2億2,385 万円

自動車取得税交付金
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地方特例交付金
7,143 万円

利子割交付金
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698万円
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202万円
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　　依存財源
　　173億5,637 万円
　　　（74.9％）

市税
39億7,565 万円
（17.2％）

諸収入
5億8,175 万円
（2.5％）

その他
12億5,459 万円
    （5.4％）

　地方交付税
89億9,599 万円
　（38.8％）

　　市　債
34億5,840 万円
 　 （14.9％）

　　県支出金
14億6,033 万円
　　（6.3％）

　国庫支出金
26億9,195 万円
　（11.6％）

　　その他
7億4,970 万円
   　（3.2％）

自主財源
58億1,199 万円
     （25.1％）

長門市
0.376

昨年度
長門市
92.3

昨年度
長門市
16.1
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　災害復旧費
2億1,461 万円
　  （1.0％）

   　その他
9億9,905 万円
　  （4.4％）

0

20

40

60

80

100

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

　  公債費
41億4,257 万円
　（18.4％）

　  総務費
38億7,198 万円
　（17.3％）

   農林水産費
17億    554 万円
　 （7.6％）
   　土木費
14億2,409 万円
　  （6.3％）

   　教育費
30億2,212 万円
　  （13.5％）

   　衛生費
13億6,182 万円
　  （6.1％）

   　消防費
7億2,193 万円
　  （3.5％）

   　消防費
6億3,262 万円
　  （2.8％）
   　商工費
6億1,151万円
　  （2.9％）

   　商工費
4億7,138 万円
　  （2.1％）
  議会費
1億6,745 万円
　  （0.7％）

0 3 6 9 12 15
   　単位：万円

   民生費

   公債費

   総務費

   農林水
産業費

   教育費

   衛生費

   土木費

   消防費

   商工費

   議会費

   その他

   3万6,457 円

   2 万 8,639 円

   1万6,404 円

   1万4,528 円

   4,319 円

   25,724 円

市民一人あたりに使われたお金
   ※平成23年11月1日現在の住民基本台帳の
　　人口38,837 人から算出

 ※１に近いほど裕福

88

89

90

91

92

93

財政力指数とは地方公共団体の財政上の能力を示すもの
です。これが「１」に近いほど裕福な財政といえます。

経常収支比率は財政の弾力性を示すものです。この比率
が大きいほど硬直化した財政といえます。

公債費とそれに準じる経費の割合。高いほど財政が硬直
化しています。

　  民生費
52億8,278 万円
　（23.3％）

　  公債費
44億7,137 万円
　（19.7％）

　  総務費
32億9,651 万円
　（14.5％）

   教育費
28億4,135 万円
　 （12.5％）

   　衛生費
14億1,587 万円
　  （6.2％）

   　農林水産業費
16億8,040 万円
　  （7.4％）

   　土木費
11億1,226 万円
　  （4.9％）

    消防費
6億3,710 万円
　 （2.8％）

   商工費
5億6,424 万円
　 （2.5％）

   13万6,024 円

   11 万5,132 円

   8 万4,881 円

   7 万3,161 円

   4万3,268 円

   　議会費
1億6,773 万円
　  （0.7％）

　  民生費
53億2,090 万円
　（23.7％）

　  公債費
41億4,257 万円
　（18.4％）

　  総務費
38億7,198 万円
　（17.3％）

   農林水産費
17億    554 万円
　 （7.6％）
   　土木費
14億2,409 万円
　  （6.3％）

   　教育費
30億2,212 万円
　  （13.5％）

   　衛生費
13億6,182 万円
　  （6.1％）

使っていない↓

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

投資的経費
 16.7％

歳入総額
231億
6,836 万円

使用料及び手数料
  4億9,931 万円

繰越金
  4億5,000 万円

分担金及び負担金
     1億9,051 万円
財産収入

  8,644 万円
繰入金

1,204 万円
寄附金

1,629 万円

地方消費税交付金
  3億4,965 万円

地方譲与税
  2億2,385 万円

自動車取得税交付金
       6,333 万円

地方特例交付金
7,143 万円

利子割交付金
1,748 万円

配当割交付金
698万円

株式等譲渡所得割交付金
202万円

ゴルフ場利用税交付金
973万円

交通安全対策特別交付金
524万円

歳出総額
226億
8,325 万円

義務的経費
 49.0％

その他
 34.3％

人件費
18.8％

扶助費
11.8％

公債費
18.5％普通建設事業費

　　15.8％

災害復旧費
　 1.0％

物件費
10.7％

繰出金
12.1％

その他
11.4％

財政力指数

昨年度
長門市
0.393

県平均
0.565

国平均
0.530

 ※小さいほどよい

経常収支比率

長門市
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実質公債費比率
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％

長門市
16.4

県平均
12.5 国平均
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　　依存財源
　　173億5,637 万円
　　　（74.9％）

市税
39億7,565 万円
（17.2％）

諸収入
5億8,175 万円
（2.5％）

その他
12億5,459 万円
    （5.4％）

　地方交付税
89億9,599 万円
　（38.8％）

　　市　債
34億5,840 万円
 　 （14.9％）

　　県支出金
14億6,033 万円
　　（6.3％）

　国庫支出金
26億9,195 万円
　（11.6％）

　　その他
7億4,970 万円
   　（3.2％）

自主財源
58億1,199 万円
     （25.1％）

長門市
0.376

昨年度
長門市
92.3
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地
方
の
財
政
事
情
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
な
か
で
、
こ
こ
２
、３
年
の
決
算
状
況
は
、

職
員
定
数
適
正
化
等
の
行
財
政
改
革
や
国
の

積
極
的
な
経
済
対
策
に
よ
り
、
比
較
的
良
好

な
状
況
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
合
併
特
例
の
救
済
期
限
を

終
え
る
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
財
源
の
確
保

が
極
め
て
厳
し
く
な
る
事
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
平
成
22
年
度
の
決
算
内
容
は
、
市

債
の
積
極
的
な
繰
上
償
還
や
地
域
活
性
化
基

金
の
創
設
な
ど
、
将
来
に
備
え
た
財
政
対
策

が
窺
え
ま
す
。

　

今
日
の
成
熟
し
た
社
会
は
、
そ
の
ニ
ー
ズ

を
イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら
少
子
高
齢
化
対
策
や

住
民
福
祉
の
増
進
へ
と
変
化
さ
せ
、
と
り
わ

け
過
疎
・
高
齢
化
が
深
刻
な
本
市
に
と
っ
て
、

福
祉
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
「
民
生
費
」
の

増
加
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
高
齢
化
を
背
景
に
、
充
実
と

拡
張
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
「
福
祉
行
政
」
は
、

最
早
、
そ
の
成
果
の
検
証
も
容
易
で
な
い
状

況
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
地
域
福
祉
の
戦
力
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
団
塊
世
代
も
、
あ
と
10
年
も
す

れ
ば
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
し
て
き
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
年
々
複
雑
化
す
る
福
祉
事
業

を
再
評
価
し
、
他
の
福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ

ァ
組
織
等
と
の
役
割
分
担
や
、
社
会
教
育
と

の
関
り
等
の
精
査
の
基
に
、
利
用
者
に
分
か

り
易
く
、
合
理
的
・
効
率
的
な
「
福
祉
体
系
」

の
構
築
が
急
が
れ
て
い
る
も
の
と
、
喫
煙
の

名
残
の
蛍
光
ペ
ン
を
口
に
し
な
が
ら
、
素
人

な
り
に
福
祉
の
将
来
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い

ま
す
。

長門市代表監査委員　鐘崎英二さん

【
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会
計
】

　

特
別
会
計
は
、
特
別
の
事
業
を
行
う
場
合

に
、
特
定
の
収
入
（
た
と
え
ば
、
保
険
料
や
使

用
料
な
ど
）
を
も
っ
て
そ
の
事
業
に
あ
て
る
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
切
り
離
す
こ
と
で
、
経
理

上
そ
の
内
容
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
設
け
ら

れ
て
い
る
会
計
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
決
算
は

上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

長
門
市
の
公
営
企
業
会
計
で
あ
る
水
道
事

業
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
号

の
「
財
政
状
況
報
告
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全
化
の
指
標

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
を
適
正
に
運
営
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）

が
平
成
20
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
長
門
市
の
財
政
健
全

度
を
判
断
す
る
４
つ
の
指
標
を
、
平
成
22
年

度
決
算
の
数
値
か
ら
公
表
し
ま
す
。
４
つ
の

指
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
の
赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模
に

占
め
る
割
合
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
だ
け
で
は
な
く
全
会
計
の
赤
字

額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
借
入
金
の
返

済
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
負
債

の
額
か
ら
、
基
金
な
ど
の
貯
金
を
差
し
引
い

た
額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

　

財
政
健
全
化
法
で
は
、
こ
の
４
つ
の
指
標

に
よ
り
市
の
財
政
状
況
を
「
早
期
健
全
化
（
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
と
「
財
政
再
生
（
レ
ッ
ド

カ
ー
ド
）」
の
２
段
階
で
判
断
し
ま
す
。
平
成

22
年
度
決
算
の
数
字
か
ら
算
出
し
た
長
門
市

の
こ
れ
ら
の
指
標
の
値
は
健
全
財
政
の
範
囲

内
に
あ
り
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　

資
金
不
足
比
率
は
、
公
営
企
業
会
計
に
お

け
る
資
金
不
足
額
の
事
業
規
模
に
占
め
る
割

合
を
表
し
て
い
ま
す
。
長
門
市
の
公
営
企
業

は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

資
金
不
足
額
が
経
営
健
全
化
基
準
を
超
え

る
と
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
自
主
的

な
経
営
健
全
化
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特集■決算報告 特別会計財産等

財政健全化指数

財政指数
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門の話題長
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ま
る
ご
と
長
門
「
旬
」
市
場
オ
ー
プ
ン

新
鮮
な
野
菜
で
大
盛
況
！

　

10
月
23
日
（日）
、
長
門
市
深
川
湯

本
の
Ｊ
Ａ
長
門
大
津
ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
、
長
門
市
農
産
物

等
直
売
実
証
実
験
店
舗
ま
る
ご
と

長
門
『
旬
』
市
場
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
の
市
場
は
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
繋
が
る
「
長
門
市

農
産
物
等
直
売
施
設
（
ま
る
ご
と

長
門
『
旬
』
市
場
）」
の
実
現
に
向

け
て
、
生
産
・
販
売
等
の
実
証
実

験
を
実
施
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
朝
早
く
か
ら
約
100
人

が
行
列
を
作
る
大
盛
況
と
な
り
、

来
場
客
は
新
鮮
な
野
菜
や
農
産
物

加
工
品
等
を
購
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

直
売
所
は
、
毎
週
水
・
土
・
日

曜
日
、
９
時
か
ら
営
業
し
ま
す
。

日
置
農
業
高
校
が
最
優
秀
賞
を
報
告

「
白
オ
ク
ラ
」
の
伝
統
を
継
承

　

11
月
７
日
（月）
、
日
置
農
業
高
校

の
生
徒
が
市
役
所
を
訪
れ
、
10
月

に
行
わ
れ
た
第
62
回
日
本
学
校
農

業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
、
長
崎
県
の

４
市
に
全
国
か
ら
339
校
が
集
ま

り
、
日
ご
ろ
の
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

活
動
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞（
文
部
科
学
大
臣
賞
）

を
受
け
た
の
は
、
日
置
農
業
高
校

の
「
長
門
市
の
伝
統
野
菜
「
白
オ

ク
ラ
」
を
未
来
へ
つ
な
ぐ 

〜
地

域
交
流
に
よ
る
普
及
・
販
売
促
進

の
取
組
〜
」
を
発
表
し
た
グ
ル
ー

プ
で
す
。「
白
オ
ク
ラ
の
歴
史
と

伝
統
文
化
の
継
承
を
目
指
す
研
究

を
し
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
（月）
、
な
が
と
総
合
体

育
館
で
、
10
月
8
日
に
死
去
し

た
南
野
市
長
の
市
葬
が
行
わ
れ
、

１
、１
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
叙
位
叙
勲
「
従
五

位
旭
日
小
綬
章
」
の
受
章
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
葬
儀
委
員
長
で
長
門

市
長
職
務
代
理
者
の
阿
野
徹
生
副

市
長
が
「
私
た
ち
は
南
野
市
長
の

遺
志
を
私
た
ち
の
意
思
と
し
て
、

今
日
か
ら
長
門
市
の
発
展
の
た
め

に
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」と
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

二
井
関
成
山
口
県
知
事
は
、「
熱

烈
な
郷
土
愛
と
使
命
感
を
持
っ

て
、
市
政
発
展
の
た
め
に
精
力
的

に
取
り
組
ま
れ
た
。
県
民
を
代
表

し
て
、
長
門
市
の
一
層
の
発
展
に

力
添
え
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
弔
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
参
列
者
全
員
が
献
花
を

行
い
、
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

長
門
市
長 

故 

南
野
京
右
氏
市
葬

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

油
谷
・
日
置
で
そ
れ
ぞ
れ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
賑
わ
う

　

11
月
６
日
（日）
、「
２
０
１
１
ふ

れ
あ
い
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
in
ゆ

や
」
が
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
周
辺
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
の
本

マ
グ
ロ
解
体
実
演
販
売
や
発
表
が

行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。今
年
初
開
催
の「
楊

貴
妃
な
り
き
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

は
6
人
が
出
場
し
、
だ
れ
が
一
番

楊
貴
妃
に
な
り
き
っ
て
い
る
か
を

競
い
ま
し
た
。

　

 

11
月
13
日
（日）
、
第
30
回
日
置

ふ
る
さ
と
祭
り
が
日
置
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
保
育
園
児
に
よ
る
踊
り

を
は
じ
め
と
し
て
、和
太
鼓
演
奏
、

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
綱
引
き
、

恒
例
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
に

挑
戦
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲二井関成山口県知事をはじめ、1,100 人が参列

▼故 南野市長のあゆみや遺品も展示されました

▲だれが一番楊貴妃になりきれたでしょう

▼日置ふるさと祭り恒例のジャンボのり巻きは見事成功

能
面
・
狂
言
面
を
文
化
財
に
指
定

貴
重
な
資
料
を
保
存

　

11
月
7
日
（月）
、
仙
崎
の
八
坂
神

社
が
所
有
し
て
い
る
能
面
・
狂
言

面
の
計
７
面
が
長
門
市
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
長
門
市
教
育
委

員
会
が
八
坂
神
社
の
宮
国
則
里
宮

司
に
指
定
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

指
定
書
を
受
け
取
っ
た
宮
国
宮
司

は
「
今
後
も
大
切
に
保
管
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
民
会
議
事
務
局　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
23-

１
２
４
５
市
民
会
議
事
務
局　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

℡
23-

１
２
４
５

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
を
続
け
よ
う
！

主
な
支
援
活
動
の
状
況

■
募
金
（
11
月
７
日
現
在
）

◆ 

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

長
門
市
地
区
（
市
福
祉
課
）

　

１
8
、
7
８
７
、３
４
６
円

◆ 

山
口
県
共
同
募
金
会
長
門
支

会
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

４
、９
８
９
、６
９
２
円

 

■      

人
的
派
遣
状
況

◆
読
み
聞
か
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

２
人

　

市
職
員　
　
　
　

１
人

・
期
間　

11
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　

〜
11
月
19
日

・
派
遣
先　
宮
城
県
岩
沼
市
・

多
賀
城
市
・
山
元
町

市
民
会
議
事
務
局
福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

℡
23 

-

１
２
４
５

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
係
る

　
　
　
　
　

被
災
者
支
援
長
門
市
市
民
会
議
か
ら

2011.12.1 16
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固
定
資
産
の
現
況
が

変
更
に
な
っ
た
人
は
ご
連
絡
を

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
状
況
に
応
じ
て
、固
定
資
産（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
を
所
有
し

て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。現
在
、

市
で
は
現
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
登
記
の
異
動
を
伴
わ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
正
確
で
公
平
な
課
税

を
す
る
た
め
、
平
成
23
年
中
に
次
の

よ
う
な
変
更
が
あ
っ
た
人
は
12
月
28

日
（水）
ま
で
に
本
庁
税
務
課
固
定
資
産

税
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・ 

土
地
の
利
用
状
況
の
変
更
（
現
況

地
目
の
変
更
、
雑
種
地
の
造
成
等

の
状
態
変
更
）

・ 

家
屋
を
新
増
改
築
ま
た
は
取
り
壊

し
た
と
き
（
一
部
取
り
壊
し
も
含

み
ま
す
）

・ 
未
登
記
の
家
屋
で
売
買
・
相
続
等

に
よ
り
所
有
者
を
変
更
し
た
と
き

■ 

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

℡
23
‐
１
１
２
５

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
に
つ
い
て

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
調
製
を
行
い
ま
す
。
こ
の

名
簿
は
、
農
業
委
員
会
委
員
に
係
る

選
挙
等
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
登

録
資
格
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

に
基
づ
い
て
調
製
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

12
月
上
旬
に
、
長
門
地
区
（
通
地

区
を
除
く
）
は
、
農
事
組
合
長
、
通
・

三
隅
・
日
置
・
油
谷
地
区
は
、
行
政

協
力
員
を
通
じ
て
登
載
申
請
書
を
配

布
し
ま
す
。
登
録
の
資
格
が
あ
る
人

は
、
登
載
申
請
書
に
記
入
の
上
、
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
の
資
格
が
あ
る
人
で
申
請
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
、
農
業
委
員
会
事
務

局
、
各
支
所
経
済
施
設
課
農
政
畜
産

係
、
各
出
張
所
ま
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
な
い
人
は
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

に
係
る
投
票
も
リ
コ
ー
ル
も
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
申
請
も
れ
が
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
登
録
資
格

　

 

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
資
格
の
あ
る

人
は
次
の
①
〜
③
の
条
件
を
全
て

満
た
す
人
で
す

① 

平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人

②
長
門
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

③ 

次
の
（ア）
〜
（ウ）
ま
で
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

（ア）  

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

耕
作
の
業
務
を
営
ま
れ
て
い
る

人
（イ）  

（ア）
の
人
の
同
居
の
親
族
、
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
で
年
間
お
お
む
ね

60
日
以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事

し
て
い
る
人

（ウ）  
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産

三
隅
地
区
ゴ
ミ
収
集
業
務

霊
柩
車
運
転
業
務
者
募
集

■
募
集
期
間　

12
／
１
（木）
〜
７
（水）

■
募
集
人
員　

１
人

■ 

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
１
種
免

許
を
持
つ
心
身
と
も
に
健
康
な
人

■
給
与　

日
額　

９
、０
０
０
円

■ 

待
遇
等　

月
20
日
程
度
勤
務
、
年

休
制
度
・
社
会
保
険
制
度
有
り
、

12
月
15
日
雇
用
予
定

■ 

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
三
隅
支

所
総
合
窓
口
課
に
直
接
提
出

■ 

問
い
合
わ
せ

　

三
隅
支
所
総
合
窓
口
課

℡
43
‐
０
２
２
１

保
険
料
納
付
済
額
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

　

長
門
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
確
定
申

告
の
際
必
要
な
保
険
料
（
国
民
健
康

保
険
料
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
）
の
納
付
済
額
証
明
書

に
つ
い
て
は
、
申
請
の
あ
っ
た
人
の

み
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
全
対
象
者
へ
発
行
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
が
、
今
後
は
窓
口
へ
来
庁
さ
れ
る

こ
と
な
く
確
定
申
告
書
の
作
成
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
送
付
時
期
は
、
平

成
24
年
1
月
20
日
頃
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
確
定
申
告
書
作
成
の
際
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、従
来
ど
お
り
本
庁
保
険
課
、

各
支
所
総
合
窓
口
課
お
よ
び
各
出
張

所
で
の
発
行
も
行
い
ま
す
の
で
、
必

要
な
人
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
出
に
よ
り
、
事
前
に

窓
口
で
納
付
済
額
証
明
書
を
取
得
さ

れ
た
人
に
つ
き
ま
し
て
は
一
斉
送
付

い
た
し
ま
せ
ん
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

保
険
課
賦
課
管
理
係

℡
23
‐
１
１
３
０

長
門
市
民
駅
伝
参
加
者
募
集

第58回

駅 　 伝 　 区 　 間
  ■男子の部・中学校女子の部・高校女子の部　（全 20・53km）
第 1区　通 大 湊 交 差 点 ～ 海上レストラン紫津浦前（4.26km）
第 2区　海上レストラン紫津浦前 ～ 大 日 比 公 会 堂 前（3.00km）
第 3区　大 日 比 公 会 堂 前 ～ 大 泊 新 谷 宅 前 広 場（2.51km）
第 4区　大 泊 新 谷 宅 前 広 場 ～ 立 正 佼 成 会 前（3.76km）
第 5区　立 正 佼 成 会 前 ～ 宮 尾 医 院 前（2.90km）
第 6区　宮 尾 医 院 前 ～ 市 役 所 南 側 駐 車 場（4.10km） 
  ■小学生の部・一般女子の部　（全 10・22km）
第 1区　クロセ（株）仙崎作業所前 ～ 岡 本 産 業 前（1.32km）
第 2区　岡 本 産 業 前 ～ 立 正 佼 成 会 前（1.90km）
第 3区　立 正 佼 成 会 前 ～ 友 愛 荘 前（1.50km）
第 4区　友 愛 荘 前 ～ 宮 尾 医 院 前（1.40km）
第 5区　宮 尾 医 院 前 ～ 田 屋 公 会 堂 前（1.85km）
第 6区　田 屋 公 会 堂 前 ～ 市 役 所 南 側 駐 車 場（2.25km）

■
開
催
日　

平
成
24
年
１
／
29 

（日）

■ 

開
会
式

　

８

：

30
〜　

市
役
所
南
側
駐
車
場

■ 

部
門　
一
般
１
〜
３
部
、
高
校
男
子
、

中
学
男
子
、一
般
女
子
、
中
学
女
子
、

高
校
女
子
、
小
学
男
子
、
小
学
女
子

■
参
加
資
格

・ 

一
般
の
部
は
、
市
内
に
居
住
ま
た
は

市
内
の
職
場
に
在
職
す
る
社
会
人

（
中
・
高
校
生
の
参
加
は
２
名
ま

で
）
体
育
協
会
加
盟
登
録
チ
ー
ム
で

出
場
さ
れ
る
場
合
に
限

り
、
市
外
者
の
出
場
可

・ 

高
校
の
部
は
、
市
内
に
居

住
ま
た
は
市
内
の
高
校
に

在
学
の
学
生

・ 

中
学
の
部
は
、
市
内
の
中

学
校
に
在
学
の
学
生

・ 

小
学
生
の
部
は
、
３
年
生

以
上
。
た
だ
し
、
３
年
生

は
1.5
㎞
以
内
の
区
間
限
定

■ 

編
成　

監
督
１
人
、
選
手

６
人
、
補
員
２
人
、
計
９
人

（
チ
ー
ム
は
役
員
を
１
人
選

出
・
成
人
の
者
）

■
参
加
料

・
一
般　
　
　

３
、０
０
０
円

・ 

小
、
中
、
高
校
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

１
、５
０
０
円

■
申
込
期
限　

12
／
22 

（木）

■ 

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
て
長
門

市
体
育
協
会
へ
申
込
書
を
提
出
。
１

日
保
険
に
加
入
の
場
合
、
保
険
料

（
200
円
×
人
数
）も
添
え
る

■
監
督
会
議

・
日
時　

1
／
19 

（木）　

18

：

30
〜

 

・
場
所　

物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
２
階

※ 

欠
席
チ
ー
ム
は
出
場
出
来
ま
せ
ん

※ 

代
理
出
席
は
同
一
チ
ー
ム
内
の
み
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
体
育
協
会  

℡
22
‐
３
５
４
０

企
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
出
店
者
募
集

　

成
人
式
会
場
に
企
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

を
設
置
す
る
た
め
、
出
店
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
配
布
資
料
、

試
食
、
試
供
品
、
サ
ン
プ
ル
、
パ
ネ

ル
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等
、
見
る
も

の
触
れ
る
も
の
な
ど
Ｐ
Ｒ
で
き
る
も

の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時　

平
成
24
年
１
／
３
（火）

11

：

30
〜
13

：

00

■ 

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
ホ
ー
ル

■ 

予
定
ブ
ー
ス
数

　

７
ブ
ー
ス
（
先
着
順
）

■ 

ブ
ー
ス
ス
ペ
ー
ス

　

 

テ
ー
ブ
ル
１
卓
（
横
180 

cm
×
奥
行

き
60 

cm
×
高
さ
70 

cm
）

※ 

各
自
で
ボ
ー
ド
等
、
ご
自
由
に
お

持
ち
く
だ
さ
い

■ 

出
店
料　

無
料

■ 

準
備
時
間　

10

：

40
〜
11

：

30

■ 

片
付
け　

13

：

00
〜
（
予
定
）

■ 

申
込
方
法　

会
社
名
、代
表
者
名
、

担
当
者
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電

話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
メ
ー
ル
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
メ
ー
ル
の
場
合
、
事
務
局
か
ら
受

付
完
了
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
）

■ 

申
込
期
間　

12
／
１
（木）
〜
22 

（木）

※ 

参
加
者
に
は
後
日
、
メ
ー
ル
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
案
内
し
ま
す

成
人
式
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

　

成
人
式
が
終
わ
っ
て
一
息
つ
い
た

ら
、
新
成
人
特
別
列
車
に
乗
っ
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

■ 

日
時　

平
成
24
年
１
／
３
（火）

■ 

日
程　

長
門
市
駅　

受
付
15
時

・
15

：

49　

長
門
市
駅
発

・
16

：

19　

美
祢
駅
着

　

美
祢
駅
舎
に
て
休
憩

・
16

：

38　

美
祢
駅
発

・
17

：

10　

長
門
市
駅
着

■ 

特
典

・ 

若
手
お
笑
い
芸
人
（
２
組
）
に
よ

る
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ

・ 

「
祝
！
成
人　

な
が
と
ふ
る
さ
と

検
定
」
の
実
施
（
成
績
上
位
者
に

は
豪
華
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
）

・ 

歓
談
タ
イ
ム
（
飲
み
物
・
お
菓
子

サ
ー
ビ
ス
）

■ 

募
集
人
員　

新
成
人
約
100
名

平
成
24
年
長
門
市
成
人
式

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
参
加
者
・
企
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
出
店
者
募
集

■ 

服
装　

寒
い
時
期
に
つ
き
、
防
寒

対
策
を
お
願
い
し
ま
す

■ 

参
加
費　

無
料

※ 

長
門
市
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
利
用
促
進
協

議
会
で
は
、
長
門
市
出
身
の
県
外

か
ら
帰
省
す
る
学
生
に
運
賃
補
助

を
行
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
29

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
生
涯
学
習
係

（
担
当

：

南
野
）

nono.yoshiko@
city.nagato.lg.jp

℡
22
‐
３
５
２
６

FAX 

22
‐
３
５
６
４

平
成
24
年
長
門
市
成
人
式

■ 

日
時

　

平
成
24
年
１
／
３
（火）　

10

：

40
〜

■ 

会
場　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

法
人
の
組
合
員
等
で
、
年
間
お
お

む
ね
60
日
以
上
耕
作
の
業
務
に

従
事
し
て
い
る
人

■
登
載
申
請
書
提
出
期
限

　

平
成
24
年
１
／
５ 

（木）

■
登
載
申
請
書
提
出
先

・
長
門
地
区（
通
地
区
を
除
く
）の
人

農
事
組
合
長

・
通
・
三
隅
・
日
置
・
油
谷
地
区
の
人

行
政
協
力
員

■ 

問
い
合
わ
せ

　

長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
23
‐
１
１
６
７
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　年末年始の業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　●休み　　　午前中が休み　　　午後が休み

日／曜日　
　業務内容

24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

市役所の一般業務 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

窓口業務

戸籍謄・抄本、印鑑証明、住民票、旅券
など ● ● ● ● ● ● ● ● ●

死亡・婚姻などの戸籍届出 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ごみ収集 廃棄物対策係　℡ 23-1249 ● ● ● ● ●

清掃工場 ℡ 25-3230 ● 16 時
まで

16 時
まで ● ● ● ●

し尿
汲み取り

長門・日置　長門環境管理センター　℡ 26-2752
油谷地区　油谷営業所　　℡32-2345 ● ● 年内の汲み取り申込

は12／20（火）まで ● ● ● ● ● ● ●
三隅地区

馬場クリーン　℡ 43-0303 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

斎場 ●
下水道管が詰まったとき

東深川浄化センター　℡ 26-1289

市立図書館 ℡ 26-5123 ● ● ● ● ● ● ● ●

ルネッサながと ℡ 26-6001 ● ● ● ● ● ●

ラポールゆや・図書館ゆや分館 ℡ 33-0051 ● ● ● ● ● ● ●

金子みすゞ記念館 ℡ 26-5155 ● ● ● ●

くじら資料館 ℡ 28-0756 ● ● ● ● ● ● ●

香月泰男美術館 ℡ 43-2500 ● ● ● ● ● ● ●

村田清風記念館 ℡ 43-2818 ● ● ● ● ● ● ●

湯本温泉

湯免ふれあいセンター ℡ 43-1000 ● ● ● ●

日置農村活性化交流センター ℡ 37-4320 ● ● ● ●

各小・中学校体育館、小河内公園グラウ
ンド、長門農業者トレーニングセンター、
赤崎山スポーツ遊園地、武道館、俵山多
目的交流広場、三隅総合運動公園、三隅
農業者トレーニングセンター、三隅勤労
者スポーツセンター、日置総合運動公園、
日置Ｂ＆Ｇ海洋センター、油谷総合運動
公園、油谷勤労者体育センター

● ● ● ● ● ●

総合公園テニスコート ● ● ● ● ● ● ● ● ●

窓口業務はお休みですが宿直で受け付けます

恩湯　℡ 25-4507
礼湯　℡ 25-3041

街　

頭　

献　

血

■
日
時
／
場
所

・
12
／
２ 

（金）
（
400 

ml
の
み
）

　

９

：

30
〜
12

：

00　

市
役
所
本
庁

　

14

：

00
〜
16

：

00市
役
所
三
隅
支
所

・
12
／
22 

（木）

　

９

：

30
〜
11

：

00

長
門
土
木
建
築
事
務
所

　

13

：

00
〜
14

：

00
長
門
市
教
育
委
員
会

　

15

：

00
〜
16

：

30　

長
門
警
察
署

■
内
容　

200 

ml
、
400 

ml
献
血

※ 

献
血
カ
ー
ド
ま
た
は
、
献
血
手
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
福
祉
係

℡
23
‐
１
２
４
５

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

旭
日
双
光
章
﹇
秋
の
叙
勲
﹈

県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
副
会
長

  

林  

勇 

治 

さ
ん

77
歳
（
日
置
西
坂
本
）

瑞
宝
単
光
章
﹇
秋
の
叙
勲
﹈

元
長
門
市
消
防
団
副
団
長

  

河 

本 

信 

義 

さ
ん

71
歳
（
油
谷
津
黄
）

　

平
成
23
年
秋
の
叙
勲
に
２
名
が

市
内
か
ら
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

こ
の
講
座
は
「
食
」
の
面
か
ら
地

域
の
人
々
の
健
康
づ
く
り
を
す
す
め

る
た
め
に
、
活
動
を
し

て
い
く
人
材
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。
食
生
活
改
善
推

進
員
と
し
て
、
地
域
で

実
践
活
動
が
で
き
る
人

を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
等

　

下
表
の
と
お
り

■ 

対
象
者

　

 

市
内
在
住
で
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て

地
域
で
実
践
活
動
が

で
き
る
人

■ 
受
講
料

　

 
２
、０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む

■ 

申
込
期
限　

12
／
26 

（月）

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

℡
23
‐
１
１
１
９

■講座日時等（平成24年）
課 日時 内容 場所

１ １／23（月）
9：30 ～ 12：00

開校式、食生活推
進員を知ろう

物産観光セン
ター研修室

２ １／30（月）
10：00 ～ 15：00

調理実習、健康づ
くり総論

長門市保健
センター

３ ２／６（月）
10：00 ～ 12：00

食事バランスガイド
健康日本21について

物産観光セン
ター研修室

４ ２／13（月）
10：00 ～ 12：00

食育について考え
よう

物産観光セン
ター研修室

５ ２／20（月）
13：30 ～ 15：30

食品衛生について
知ろう

物産観光セン
ター研修室

６ ２／27（月）
10：00 ～ 12：00

運動について勉強
しよう

物産観光セン
ター研修室

７ ３／５（月）
10：00 ～ 12：00

閉校式の献立をた
てよう

物産観光セン
ター研修室

８ ３／12（月）
10：00 ～ 14：00

調理実習
閉校式

長門市保健
センター

「広報ながと」への広告掲載のお申し込みは、（有）有誠社印刷所へ  ℡ 22-1240

12月は
固定資産税3期

納期月です
　12月26 日（月）が納期限になっ
ていますので、早めに納付をお
願いします。また、納期限の日
が口座振替日となっていますの
で、残高確認をお願いします。

納税は便利な口座振替で！
口座振替納税は、金融機関などがあなたに代
わって自動的に納付する制度です

■問い合わせ
税務課 徴収対策室   ℡ 23‐1126
三隅支所 総合窓口課    　℡ 43‐0221
日置支所 総合窓口課    　℡ 37‐2143
油谷支所 総合窓口課   　 ℡ 32‐1115

納税案内

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

12
月
25
日
（日）
執
行
の
山
口
県
議
会

議
員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
、
立
候
補

の
届
出
等
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
代
理
人

は
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

12
／
５ 

（月）　

13

：

30
〜

■ 

場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館
１
階

会
議
室
３

■ 
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局　
　
　

℡
23
‐
１
１
６
７
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《
全
園
共
通
事
項
》

■
申
込
期
間

　

12
／
１
（木）
〜
平
成
24
年
１
／
31 

（火）

■ 

申
込
方
法　

次
の
申
込
受
付
場
所
お

よ
び
各
園
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
保
育
園
希
望
者
は
別
に
必

要
書
類
有
り
）

※ 

保
育
園
の
新
規
希
望
者
は
、
受
付
の

際
に
家
族
状
況
等
の
ご
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

※ 

年
度
途
中
に
育
児
休
業
明
け
や
出
産

な
ど
で
入
園
を
希
望
す
る
人
も
、
こ

の
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※ 

各
園
の
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

■
申
込
場
所
・
問
い
合
わ
せ

・
本
庁
福
祉
課
子
ど
も
未
来
室

℡
23
‐
１
１
５
６

・
三
隅
支
所
総
合
窓
口
課
健
康
福
祉
係

℡
43
‐
２
４
４
４

・
日
置
支
所
総
合
窓
口
課
健
康
福
祉
係

℡
37
‐
２
１
９
３

・
油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
33
‐
３
０
２
１

※ 

在
園
中
の
人
の
み
各
園
（
在
園
児
の

弟
・
妹
の
新
規
分
を
含
む
）

《
保
育
園
》　

平
成
24
年
度
入
園
予
定
の

０
歳
（
６
ヵ
月
以
上
）か
ら
、
５
歳
ま
で

の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

■
入
園
人
員
等　

表
の
と
お
り

■
入
園
で
き
る
児
童
の
基
準

　

 

保
育
所
へ
入
園
で
き
る
児
童
は
、
そ

の
保
護
者
（
同
じ
敷
地
内
に
住
む
65

歳
未
満
の
親
族
を
含
む
）
が
次
の
い

ず
れ
か
の
事
情
で
児
童
を
家
庭
で
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
す

・ 
昼
間
自
宅
内
外
で
仕
事
に
従
事
（
１

日
に
４
時
間
以
上
か
つ
月
に
13
日
以

上
）
し
て
い
る
場
合

・
母
親
が
出
産
前
後
の
場
合

・ 

病
気
ま
た
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
場
合

・ 

同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
場
合

・ 

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

・ 

そ
の
他
明
ら
か
に
保
育
が
で
き
な
い

事
情
が
あ
る
場
合

※ 

自
営
・
農
業
・
漁
業
手
伝
い
、
育
児
休

業
中
、
求
職
中
等
に
つ
い
て
は
、
入

園
の
優
先
度
が
低
く
、
希
望
保
育
園

に
入
園
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

■
必
要
書
類

《 

申
込
書
と
一
緒
に
提
出
す
る
も
の
》

・
誓
約
書

・ 

入
園
の
理
由
と
な
る
証
明
書
類

　

 

就
労
（
予
定
）
証
明
書
、
母
子
手
帳
の

分
娩
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
わ
か

る
と
こ
ろ
の
コ
ピ
ー
、
診
断
書
、
在

学
証
明
書
な
ど

※ 

期
間
内
に
書
類
が
そ
ろ
わ
な
い
と
選

考
対
象
か
ら
外
れ
ま
す

《
平
成
24
年
３
／
15 

（木）
ま
で
に
提
出
す
る
も
の
》

・ 

保
育
料
算
定
に
必
要
な
書
類

　

 

源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
を
さ
れ
た

人
は
確
定
申
告
書
の
写
し
、
市
民
税

申
告
書
の
控
え
な
ど

■
保
育
料　

表
の
と
お
り

《
宗
頭
幼
稚
園
》

　

平
成
24
年
度
入
園
予
定
の
満
３
歳
か

ら
、
５
歳
ま
で
の
園
児
を
募
集
！

・
定
員　

80
人

・
住
所　

三
隅
上
３
２
２
５
‐
１

・
電
話
番
号　

℡
43
‐
０
２
４
２

■
入
園
料　

１
、０
０
０
円
／
人

■
保
育
料　

５
、２
０
０
円
／
月
・
人

※ 

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
給
付
制
度
あ
り

※ 

給
食
費
・
教
材
費
等
別
途
徴
収

■
教
育
・
保
育
時
間　

８

：

00
〜
15

：

30

■
休
園
日　

公
立
学
校
に
準
ず
る

※ 

夏
季
保
育
は
14
日
間
程
度

《
俵
山
幼
児
園
》

　

平
成
24
年
度
入
園
予
定
の
満
２
歳
か

ら
、
５
歳
ま
で
の
園
児
を
募
集
！

・
定
員　

60
人

・
住
所　

俵
山
２
３
３
４
‐
１

・
電
話
番
号　

℡
29
‐
０
８
３
０

■
保
育
料
（
１
人
１
月
）

　

 

３
歳
以
上
児　

１
２
、０
０
０
円

　

 

３
歳
未
満
児　

１
４
、０
０
０
円

※ 

兄
弟
姉
妹
の
同
時
入
所
は
下
の
子
ど

も
が
１
、０
０
０
円
引
き
で
す

※ 

給
食
費
・
教
材
費
等
別
途
徴
収

■
保
育
時
間

　

平
日　
　

８

：

00
〜
16

：

45

　

土
曜
日　

８

：

00
〜
12

：

00

■
休
園
日　

日
・
祝
日

　

 

８
／
13
〜
16
、
12
／
29
〜
１
／
３

　

４
／
１
〜
４

■保育園の入園人員等　※受入年齢は平成 24 年４月２日現在
公私 保育園名 定員 開園時間 入園受入年齢 電話番号

公立

通保育園 30 7：30 ～
18：00 １歳児～ 28-0149

東深川保育園 150 7：30 ～18：30
０歳児

（６ヵ月以上～） 22-0710

みのり保育園 120 7：00 ～19：00
０歳児

（６ヵ月以上～） 22-2060

三隅保育園 150 7：00 ～19：00
０歳児

（６ヵ月以上～） 43-2211

日置保育園 120 7：30 ～18：30
０歳児

（６ヵ月以上～） 37-2271

黄波戸保育園 45 7：30 ～
18：00 １歳児～ 37-2248

菱海保育園 90 7：30 ～
19：00

０歳児
（６ヵ月以上～） 32-0029

向津具保育園 30 7：30 ～
18：00

０歳児
（６ヵ月以上～） 34-0142

私立 みすゞ保育園 90 7：00 ～
19：00

０歳児
（６ヵ月以上～） 26-1327

公立
宗頭幼稚園 80 8：00 ～

15：30 満３歳児以上～ 43-0242

俵山幼児園 60 8：00 ～
16：45 満２歳児以上～ 29-0830

■保育料額表　※兄弟姉妹の同時入所、ひとり親家庭など割引制度あり
各月初日の入所児童の属する世帯

の階層区分
保育料

（月額／単位：円）

区分 定　義 ３歳未満児 ３歳以上児

第１
階層

生活保護法による被保護世帯
（単給世帯含む） 0 0

第２
階層

第１、第４～第
７階層を除き、
23年度市民税の
額が次の区分に
該当する世帯

市民税
非課税世帯 8,000 5,000

第３
階層

市民税
課税世帯 12,000 10,000

第４
階層

第１階層を除
き、23 年分の
所得税課税世
帯であって、
その額が次の
区分に該当す
る世帯

40,000 円
未満 19,000 17,000

第５
階層

40,000 円
以上

103,000 円
未満

24,000 22,000

第６
階層

103,000 円
以上

413,000 円
未満

29,000 27,000

第７
階層

413,000 円
以上 34,000 28,000

　

保
育
園
、
宗
頭
幼
稚
園
、
俵
山
幼
児
園
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
！

平
成
24
年
度 

園
児
募
集

全
国
植
樹
祭
２
０
１
２

式
典
参
加
者
募
集
！

■
開
催
日　

平
成
24
年
５
／
27 

（日）

■
場
所　

山
口
市
阿
知
須
き
ら
ら
浜

■ 

内
容　

記
念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
記
念
植
樹　

ほ
か

■ 

募
集
人
員　

約
６
、５
０
０
人（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
申
込
期
限　

平
成
24
年
１
／
13 
（金）

■ 

応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
個
人
ま
た
は
団
体

※ 

満
18
歳
未
満
の
人
は
成
人
の
同
伴

が
必
要
で
す

※ 

満
６
歳
未
満
の
人
は
、
保
護
者
同

伴
で
も
応
募
い
た
だ
け
ま
せ
ん

■ 

参
加
料　

無
料

■ 

応
募
方
法　

長
門
市
役
所
１
階
窓

口
、
各
支
所
、
公
民
館
、
図
書
館

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
、
郵
送
、
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
応
募
可

　

http://63syokuju.pref.yam
aguchi.

　

lg.jp/syokuju/index.htm
l

■ 

問
い
合
わ
せ

・ 

第
63
回
全
国
植
樹
祭
山
口
県
実
行

委
員
会
事
務
局

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
９
９
０

・
長
門
市
農
林
課
林
務
係

℡
23
‐
１
１
４
２

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

養
成
講
座

■
開
催
日

　

平
成
24
年
１
／
15 

（日）
〜
３
／
25 

（日）

・
ス
ク
ー
リ
ン
グ　

毎
週
日
曜
日

　

９

：
30
〜
16

：

30

・
介
護
実
習　

４
日
間　

昼
間

■
場
所　

萩
・
福
祉
複
合
施
設
か
が
や
き

■ 

内
容　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課

程
修
了
に
必
要
な
講
義
・
実
習

■ 

対
象　

資
格
を
活
か
し
て
就
労
を

希
望
す
る
、
50
歳
未
満
の
母
子
家

長
門
テ
レ
ビ
中
継
局
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
に
つ
い
て

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で

直
接
受
信
中
の
皆
さ
ん
へ

　

国
の
方
針
に
よ
り
テ
レ
ビ
の
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
で
使
用
で
き
る
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
変
更
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
併
せ
長
門
テ
レ
ビ
中
継
局
（
矢
ヶ

浦
山
）
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
更
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、
テ
レ
ビ
の
受
信

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
変
更
が
必
要
で
す
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
に
関
し
て
、
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
対
象
テ
レ
ビ

　

 

長
門
テ
レ
ビ
中
継
局
を
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア

ン
テ
ナ
で
受
信
し
て
い
る
テ
レ
ビ

※ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
ほ
っ
ち
ゃ
テ

レ
ビ
）
に
ご
加
入
の
場
合
は
変
更

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

■
変
更
チ
ャ
ン
ネ
ル

・ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合　

現
行
の
61
チ
ャ
ン

ネ
ル
が
41
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
変
更

・ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ　

現
行
の
58
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
45
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
変
更

■
チ
ャ
ン
ネ
ル
設
定
変
更
期
間

　

 

平
成
24
年
１
／
９
（月）
〜
２
／
26 

（日）

※ 

期
間
中
現
行
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
新

し
い
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
２
重
に
電
波

が
発
射
さ
れ
ま
す

■ 

問
い
合
わ
せ　

チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０
‐
９
２
２
‐
３
０
３

コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ

第
27
回
定
期
演
奏
会

■
日
時　

12
／
18 

(日)　

14

：

00
〜

■ 

場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館

■ 

入
場
料　

５
０
０
円

■ 

ス
テ
ー
ジ
内
容　

ゴ
ン
ド
ラ
の

唄
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
追
悼
ス

テ
ー
ジ
、
悲
し
み
の
意
味　

ほ
か

■ 

問
い
合
わ
せ　

女
声
合
唱
団
コ
ー

ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ
（
重
村
）

℡
22
‐
０
７
４
０

国
税
に
関
す
る
申
告
・

納
付
等
の
期
限
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ

た
岩
手
県
お
よ
び
宮
城
県
の
う
ち
、

一
部
の
地
域
に
つ
い
て
平
成
23
年
３

月
11
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
に
期
限

が
到
来
す
る
全
て
の
国
税
の
申
告
・

納
付
等
の
期
限
は
平
成
23
年
12
月
15

日
（木）
で
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

長
門
税
務
署

℡
22
‐
２
４
４
１

庭
の
母
・
寡
婦

■ 

募
集
人
員　

６
名
程
度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
選
考
）

■ 

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

自
己
負
担
）

■
申
込
期
限　

12
／
15 

（木）

■ 

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
「
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
講
座
受
講
希
望
」
と
書

い
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■ 

問
い
合
わ
せ

　

〒
753
‐
0054  

山
口
市
富
田
原
町
４
‐
58

　

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０

年
末
調
整
関
係
書
類
の

誤
植
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
11
月
上
旬
に
源
泉
徴
収

義
務
者
の
皆
さ
ん
に
送
付
し
た
「
平

成
23
年
分
源
泉
所
得
税
チ
ェ
ッ
ク

表
」
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
く
わ
し

く
は
長
門
税
務
署
調
査
部
門
ま
で
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

長
門
税
務
署
調
査

部
門　
　
　
　

℡
22
‐
２
４
５
７

求
職
者
支
援
制
度

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
「
求
職
者
支

援
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
雇
用
保
険
が
受
給
で
き
な

い
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を
目

指
す
た
め
の
制
度
で
す
。

　

具
体
的
に
は
求
職
者
支
援
訓
練
や

公
共
職
業
訓
練
の
受
講
（
受
講
料
無

料
、
テ
キ
ス
ト
代
自
己
負
担
）、
訓

練
期
間
中
お
よ
び
訓
練
終
了
後
の
就

職
支
援
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
人

に
訓
練
期
間
中
、
職
業
訓
練
受
講
給

付
金
（
月
額
10
万
円
）
を
支
給
し
ま

す
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

長
門
分
室　
　

℡
22
‐
８
６
０
９

み
ん
な
の掲

示
板

く
ら
し
の
情
報
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ふ
る
さ
と
山
口

企
業
合
同
就
職
フ
ェ
ア

■
日
時　

12
／
16 

（金）

・
高
校
の
部　
　

10
：

00
〜
12

：

00

・
学
生
（
高
校
生
以
外
）
一
般
の
部

・
第
１
部　

10
：

00
〜
12

：

30

・
第
２
部　

13

：

30
〜
16

：

00

■
場
所　

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

※
学
生
・一
般
の
部
は
事
前
申
込
不
要

※ 

高
校
生
は
、
学
校
を
通
じ
て
の
事

前
申
込
が
必
要
で
す

■
参
加
料　

無
料

■ 

対
象
者　

平
成
24
年
３
月
に
高

校
・
大
学
・
短
大
等
を
卒
業
予
定

の
人
。 

求
職
中
の
一
般
の
人

■ 

問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
若
者
就
職
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
‐
９
７
６
‐
１
１
４
５

放
送
大
学
４
月
生

募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

（
10
月
か
ら
Ｂ
Ｓ
放
送
開
始
）
を
通

し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
自
然
科
学
な
ど
の
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

■
出
願
期
限　

２
／
29 

（水）

■ 

問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
３
‐
９
２
８
‐
２
５
０
１

山
東
省
青
少
年
友
好
の
旅

参
加
者
募
集

■ 

期
間

　

平
成
24
年
３
／
28 

（水）
〜
４
／
１ 

（日）

■
参
加
費　

４
０
、０
０
０
円

■ 

募
集
期
限　

平
成
24
年
１
／
６
（金）

■ 

応
募
方
法　

所
定
の
参
加
申
込
書

を
（
公
財
）
山
口
県
国
際
交
流
協

会
か
ら
お
取
り
寄
せ
く
だ
さ
い

■
選
考
方
法　

作
文
等
で
選
考

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

 

〒
753
‐
0814　

山
口
市
吉
敷
下
東
４

丁
目
17
番
１
号

　
（
公
財
）山
口
県
国
際
交
流
協
会

　

℡
０
８
３
‐
９
２
５
‐
７
３
５
３

第
２
回
和
太
鼓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
と
き　

12
／
25 

（日）13

：

00
〜
15

：

00

● 

参
加
料　

無
料

※
要
申
込
、
３
歳
以
上
、
先
着
順

第
５
回
記
念〈
大
津
あ
き
ら
杯
〉

県
内
選
抜
歌
謡
コ
ン
ク
ー
ル 

●
と
き　

12
／
４ 

（日）

・
第
１
部　

10

：

00
〜

・
第
２
部　

13

：

00
〜

● 

入
場
料　

１
、
２
０
０
円

※
全
席
自
由
・
税
込
・
当
日
300
円
増

● 

発
売
日　

発
売
中

民
俗
資
料
展

●
と
き　

12
／
２ 

（金）
〜
25 

（日）

　

10

：

00
〜
16

：

00

● 

入
場
料　

無
料

※
会
場
は
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

℡
33
‐
０
０
５
１

文
化
情
報

く
ら
し
の
情
報

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
‐
６
０
０
１

油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

第
10
回
定
期
公
演

遥
か
な
る
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
伝
説

　

子
ど
も
た
ち
の
熱
演
で
話
題
の

「
油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の

第
10
回
記
念
公
演
。

　

新
入
団
７
名
を
含
む
50
名
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

Ｔ
Ｈ
Ｅ    

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

ラ
イ
ブ

　

日
本
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
と
呼
ば

れ
る
「
Ｒ
ｉ
ｃ
ｋ
ｙ
」
こ
と
廣
田
龍

人
を
筆
頭
に
結
成
さ
れ
た
ビ
ー
ト
ル

ズ
サ
ウ
ン
ド
メ
ー
カ
ー
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
」
の
ラ
イ
ブ
に

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

12
／
10 

（土）　

18

：

30
〜

●
入
場
料
（
全
席
自
由
）

・
一
般　

２
、
０
０
０
円

・
４
歳
以
上
〜
高
校
生
以
下

１
、
０
０
０
円

※ 

ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
も
13

：

00
〜
（
入
場
料
無

料
）
を
開
催
し
ま
す
。
市
内
お
よ

び
県
内
で
活
躍
中
の
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
に
よ
る
名
曲
の
熱
演
に
ご

期
待
く
だ
さ
い

●
と
き　

12
／
25 

（日）

・
11

：

00
〜　

・
14

：

00
〜　

２
回
公
演

●
入
場
料
（
全
席
自
由
）

・
一
般　

１
、
３
０
０
円

・
４
歳
以
上
〜
高
校
生
以
下７

０
０
円

商
工
会
議
所
・
商
工
会

合
同
な
ん
で
も
相
談
会

　

長
門
商
工
会
議
所
・
な
が
と
大
津

商
工
会
で
は
、
今
年
も
合
同
で
何
で

も
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

12
／
６ 

（火）　10

：

00
〜
15

：

00

■
場
所　

長
門
商
工
会
議
所

■ 

相
談
内
容　

金
融
、
経
営
、
税
務
・

経
理
、
労
務
・
労
働
、
社
会
保
険
、

法
律
、
年
金
、
登
記
、
特
許
、
各

種
共
済
、
デ
ザ
イ
ン
、
長
門
地
域

中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

■ 

相
談
料　

無
料

■ 

問
い
合
わ
せ

・
長
門
商
工
会
議
所℡

22
‐
２
２
６
６

・
な
が
と
大
津
商
工
会

℡
43
‐
０
０
３
３

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
本
年
も
12

月
１
日
（木）
か
ら
25
日
（日）
ま
で
、
海
外

の
紛
争
や
災
害
に
苦
し
む
人
々
の
生

命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海

外
た
す
け
あ
い
を
実
施
し
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
世
界
各

地
の
武
力
紛
争
・
自
然
災
害
等
に
よ

る
犠
牲
者
支
援
お
よ
び
防
災
活
動
、

発
展
途
上
国
で
の
保
健
・
医
療
・
衛

生
分
野
へ
の
支
援
に
役
立
て
ま
す
。

■ 

義
援
金
受
付
窓
口　

郵
便
局
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
、
山
口
銀
行
、
農
業

協
同
組
合
、
漁
業
協
同
組
合
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
各
放
送
局
、
日
本
赤
十
字
社

（
支
部
、
病
院
、
血
液
セ
ン
タ
ー
）

■ 

問
い
合
わ
せ

　

日
本
赤
十
字
社
山
口
県
支
部

℡
０
８
３
‐
９
２
２
‐
０
１
０
２

ち
び
な
が
商
店
街
を

つ
く
ろ
う
７
出
店
者
募
集

　

出
店
者
と
、
大
人
に
代
わ
っ
て
そ

の
店
舗
の
運
営
を
行
な
う
中
高
生
の

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ナ
ー
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
の
衣
装
協
力
・
ヘ
ア
メ
イ

ク
参
加
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

平
成
24
年
３
／
18 
（日）

■ 

場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
ア
リ
ー
ナ

出
店
者
募
集

・ 

出
店
は
原
則
と
し
て
市
内
の
事
業

所
に
限
り
ま
す

・ 

屋
内
出
店
。
小
間
料
等
無
料

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ナ
ー
募
集

・ 

１
店
舗
２
〜
３
名
の
グ
ル
ー
プ
で

お
店
を
運
営
し
ま
す

・ 

参
加
資
格
は
市
内
在
住
の
中
高
生

で
、
説
明
会
や
店
舗
と
の
打
ち
合

わ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
前
日
・
当
日
に

参
加
で
き
る
グ
ル
ー
プ
で
す

衣
装
協
力
・
ヘ
ア
メ
イ
ク
募
集

　

 

会
場
で
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
行
い
ま
す
。
衣
装
協
力
・
ヘ
ア

メ
イ
ク
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
け

る
店
舗
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
締
切　

12
／
22 

（木）

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

 

ち
び
な
が
商
店
街
を
つ
く
ろ
う
７

実
行
委
員
会　

℡
22
‐
２
２
６
６

　

山
陰
道
（
萩
・
三
隅
道
路
、
長

門
市
三
隅
中
〜
萩
市
椿
）
に
、
歩

行
者
、
自
転
車
等
が
誤
っ
て
進
入

し
て
い
ま
す
。 

　

山
陰
道
（
萩
・
三
隅
道
路
）
は
、

自
動
車
専
用
道
路
の
た
め
「
歩
行

者
、自
転
車
、軽
車
両
、ミ
ニ
カ
ー
、

125 

cc
以
下
の
自
動
二
輪
、
原
付
」

は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

※ 
歩
行
者
、
自
転
車
等
の
誤
進
入

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対

す
る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
人
は

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象
者　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン

ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強
制

抑
留
者
で
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日

本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
人

■ 

請
求
受
付
期
限

　

平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

■ 

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
平

和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部

℡
０
５
７
０
‐
０
５
９
‐
２
０
４

林
業
退
職
金
共
済
制
度

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
林
退
共
制
度
に
加

入
し
て
い
た
の
に
、
退
職
金
を
ま
だ

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を
探
し
て
い

ま
す
。
加
入
し
て
い
た
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
人
も
、
お
調
べ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者

お
よ
び
被
共
済
者
の
皆
さ
ん
は
、
各

種
手
続
き
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は

速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構

℡
０
３
‐
５
４
０
０
‐
５
４
４
３

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
生

徒
を
募
集
し
ま
す
。

■
試
験
日　

平
成
24
年
１
／
14 

（土）

■ 

応
募
資
格　

平
成
24
年
４
月
１
日

現
在
、
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
。
平
成
24
年
３
月
に
中
学
校
卒

業
（
見
込
み
含
む
）

■
受
付
期
間

　

平
成
24
年
１
／
６ 

（金）
ま
で

■ 

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
山
口
地
方

協
力
本
部
萩
地
域
事
務
所

℡
０
８
３
８
‐
２
２
‐
２
４
０
９

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

県
内
す
べ
て
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

お
い
て
、
仕
事
を
お
探
し
の
人
へ
の

職
業
相
談
か
ら
住
宅
・
生
活
支
援
ま

で
、
幅
広
く
相
談
を
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
取
扱
う

サ
ー
ビ
ス
以
外
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
へ
の
案
内
も
併
せ
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
年
末
年
始
を
迎
え
る
前

に
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩

長
門
分
室
住
宅
・
生
活
支
援
窓
口

℡
22
‐
８
６
０
９

は
大
変
危
険
で
す
。
絶
対
に
通

行
し
な
い
で
く
だ
さ
い

山
陰
道（
萩
・
三
隅
道
路
）ご
利
用
に
つ
い
て
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118
愛します！守ります！長門の海！

仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240

仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp

船舶海難・人身事故発生状況
仙崎海上保安部管内（長門市）

船舶海難 人身事故

隻

数

死
亡
者

行
方
不
明

人

数

死
亡
者

行
方
不
明

10月 2 0 0 0

平成23年計 13 0 4 3

22年同時期 16 1 13 3

ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!

年
末
年
始
の
安
全
総
点
検
!

　

仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、
年
末
年
始
の
船

舶
交
通
の
安
全
確
保
等
を
図
る
た
め
、
平
成

23
年
12
月
10
日
（土）
か
ら
平
成
24
年
１
月
10
日

（火）
ま
で
の
間
、『
年
末
年
始
特
別
警
戒
及
び
安

全
指
導
』
を
実
施
し
ま
す
。

　

船
舶
の
運
航
者
等
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
、
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
見
張
り
の
励
行
や
気
象
・
海
象
の
事
前
把

　

握
等
船
舶
の
安
全
運
航
の
徹
底

●
船
舶
の
救
命
設
備
の
点
検
・
確
認

●
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用

●
海
の
事
件
・
事
故
、
不
審
情
報
は
118
番

アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）

12／3（土）13：30～ 　　
「モチモチの木」　

（20分）

12／24（土）13：30～　　
　　　　　「よりぬきキテレツ大百科」

　　～クリスマス編～
（50分）

定例行事
 ・紙芝居の会（展示室）
 12 /3（土）・17（土）15：00 ～　 

 ・おはなしポケット（展示室）
12 /10（土） 15：00 ～　

 ・絵本を楽しむ会（展示室）     
 12 /15（木） 10：30 ～　

 ・たまごの会（展示室）
12 /16（金） 10：30 ～　

 ・おはなしの会（展示室）
 12 /24（土） 15：00 ～　

 ・長門読書会（研修室）
 12 /24（土） 14：00 ～　

 ・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 12 /10（土） ・24（土） 15：00 ～　

  ・ゆりかご（ゆや分館）
12 /20（火） 10：30 ～　

移動図書館車

ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 12 /1（木）・15（木）
　Ｂコース　 12 /14（水）
　Ｃコース　 12 /9（金）

今月のオススメ本
　『峠うどん物語（上・下）』

重松清／著　　　
講談社／出版　　

　斎場前のうどん屋には、日々、
葬儀帰りの人々が訪れる。店を手
伝う中学生の“よっちゃん”は、
死と向き合う彼らに接する中で、

次第に自らの生を見つめ始める。命を見送った人々を
やさしく包むうどん屋で、様々な人生模様に出会い成
長していく少女の心温まる物語。

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

　

本
館
は
、
12
月
29
日
（木）
か
ら
１
月
４
日
（水）

ま
で
休
館
と
な
り
ま
す
。

※ 

１
月
４
日
（水）
は
開
館
準
備
作
業
の
た
め
本

館
の
み
閉
館
し
ま
す
。
年
始
は
１
月
５
日

（木）
か
ら
の
開
館
と
な
り
ま
す
。
分
館
は
１

月
４
日
（水）
か
ら
開
館
し
ま
す
。

12
月
23
日
は
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

　

12
月
23
日
（金）
は
天
皇
誕
生
日
で
祝
日
と
な

り
ま
す
が
、
本
館
・
分
館
と
も
開
館
し
ま
す

【
開
館
時
間
】
本
館 
９

：

30
〜
17

：

00　

分
館 

９

：

00
〜
17

：

00 

映
画
上
映
会
（
入
場
無
料
）
の
お
知
ら
せ

◆
日 

時　

12
月
14
日
（水） 

〜
18
日
（日）

　
　
　
　
　
　

①
10

：

00
〜　

②
14

：
00
〜

◆
上
映
タ
イ
ト
ル　
「
愛
情
物
語
」

　
（
音
声
：
英
語
、
字
幕
：
日
本
語
）

図
書
館
で
音
楽
を
!!
〜
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
聴
こ
う
〜

　

11
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
世

界
を
知
る
鑑
賞
会
」。
11
月
に
参
加
さ
れ
た

人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い

◆
日 

時　

12
月
11
日
（
日
）

◆
場
所　

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

◆
お
は
な
し　

加
藤
有
利
夫

◆ 

そ
の
他　

参
加
料
は
無
料
で
す
が
、
資
料

作
成
の
関
係
上
、
で
き
る
だ
け
事
前
の
申

込
を
お
願
い
し
ま
す

第
64
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

　
　
　

長
門
地
区
幼
・
保
作
品
展
開
催

◆
日 

時　

12
月
14
日
（水） 

〜
18
日
（日）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
休
館
日
を
除
く

◆
場
所　

図
書
館
１
階
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

☆
新
着
案
内
☆

（
本
館
）   

「
人
生
の
収
穫
」
曽
野
綾
子
、「
星

火
瞬
く
」
葉
室
麟
、「
漁
港
の
肉
子
ち
ゃ
ん
」

西
加
奈
子
、「
マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ホ
テ
ル
」

東
野
圭
吾　

ほ
か

（
ゆ
や
分
館
）   

「
お
ま
え
さ
ん
（
上
・
下
）」

宮
部
み
ゆ
き
、「
光
あ
れ
」
馳
星
周
、「
人
生

教
習
所
」
垣
根
涼
介　

ほ
か

���� ���������������������������� �

���� ���������������������������� �

���� �������������������������� �

���� �������������������������� �
 図書館だより

 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv

‐12 月の休館日‐
 本　　館　 5(月)・7(水 )・12(月)・19(月)・

26(月)・29(木 )～31(土 )
 ゆや分館　 5(月)・7(水 )・12(月)・19(月)・

26(月)・29(木 )～31(土 )

９

：

30
〜
11

：

30　

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
21 

（水）　

９

：

30
〜
11

：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

禁
煙
相
談
（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

12
／
13 

（火）　

13

：

00
〜
16

：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）

●
日
時
／
会
場

　

12
／
20 

（火）　

14

：

00
〜
16

：

00

長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
22
‐
２
８
１
１

妊
婦
学
級
（
要
予
約
）

●
対
象
／
日
時　

妊
婦
と
そ
の
家
族

・
１
課　

12
／
６ 

（火）９
：

30
〜
14

：

30

・
２
課　

12
／
13 

（火）13

：

30
〜
16

：

30

・
３
課　

12
／
20 

（火）10

：

00
〜
14

：

30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
23
‐
１
１
３
２

乳
児
健
康
診
査

岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
22
‐
２
７
１
７  

●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   

・
月
〜
金
曜
日　

８

：

30
〜
17

：

00

土
曜
日　

８

：

30
〜
12

：

00

長
門
総
合
病
院　

℡
22
‐
２
２
２
０

● 

３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）

　

毎
週
火
曜
日　

13

：

00
〜
14

：

30

●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査

　

12
／
１
（木）
、
15 

（木）
、
22 

（木）

13

：

00
〜
14

：

30

共
通
事
項　

母
子
健
康
手
帳
と
乳
児

一
般
健
康
診
査
受
診
票
を
持
参
す
る

１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査

●
対
象　

22
年
５
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

12
／
14 

（水）13

：

00
〜
13

：

30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
等

３
歳
児
健
康
診
査

●
対
象　

20
年
11
月
生
ま
れ
の
子

●
日
時　

12
／
27 

（火）13

：

00
〜
13

：

30

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
必
要
な
も
の　

母
子
健
康
手
帳
等

妊
婦
歯
科
健
康
診
査

（
要
予
約
）

●
対
象　

妊
婦

●
日
時　

12
／
14 

（水）13

：

30
〜
14

：

00

●
会
場　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談

●
対
象　

成
人

●
日
時
／
会
場

・
毎
週
木
曜
日　

９

：

00
〜
11

：

30

13

：

00
〜
15

：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

・
12
／
７
（水）　

９

：

00
〜
11

：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

13

：

00
〜
15

：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

９

：

30
〜
11

：

30

川
尻
老
人
憩
い
の
家

・
12
／
８ 

（木）　

９

：

00
〜
12

：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
12 

（月）　

９

：

30
〜
11

：

30

宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー

・
12
／
16 

（金）　

９

：

30
〜
11

：

30

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
12
／
20 

（火）　

９

：

30
〜
11

：

30

向
津
具
公
民
館

育
児
相
談

●
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

●
日
時
／
会
場

・
12
／
２
（金）　

９

：

30
〜
11

：

30

13

：

00
〜
15

：

00　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

10

：

00
〜
11

：

30

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
12
／
７
（水）　

10

：

00
〜
11

：

30

黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー

・
12
／
16 

（金）　

９

：

30
〜
11

：

30

13

：

00
〜
15

：

00　

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
ガ
イ
ド

く
ら
し
の
情
報

健
康
診
査

相 

談

講
座
・
教
室

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

℡
26
‐
６
０
０
１

同
窓
会
コ
ン
サ
ー
ト

●
と
き　

平
成
24
年
１
／
12 

（木）

・
１
回
目　

13

：

30
〜

・
２
回
目　

18

：

00
〜

● 

出
演　

三
田
明
、
小
川
知
子
、
あ

べ
静
江
、
西
口
久
美
子
（
青
い
三

角
定
規
）、
あ
い
ざ
き
進
也
、
晃

（
フ
ィ
ン
ガ
ー
５
）、
高
道
（
狩

人
）、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
・
江
木
俊

夫
（
フ
ォ
ー
リ
ー
ブ
ス
）

● 

入
場
料　

６
、
０
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込
・
当
日
同
額

● 

発
売
日　

・
友
の
会　

発
売
中

・
一
般　

12
／
１ 

（木）　

10

：

00
〜

第
12
回
万
作
・
萬
斎
狂
言
公
演

●
と
き

　

平
成
24
年
２
／
11 

（土）　

14

：

00
〜

● 

出
演

・
解
説　

野
村
萬
斎

・ 

狂
言
「
昆
布
売
」

　

深
田
博
治
、
高
野
和
憲

・ 「
奈
須
与
市
語
」

　

野
村
万
作
（
人
間
国
宝
）

・ 

狂
言
「
仁
王
」

　

野
村
萬
斎
、
深
田
博
治
、
ほ
か

● 

入
場
料

・
１
階
席　

５
、
０
０
０
円

・
２
階
席　

４
、
５
０
０
円

※
全
席
指
定
・
税
込
・
当
日
同
額

● 

発
売
日　

・
友
の
会　

発
売
中

・
一
般　

12
／
７ 

（水）　

10

：

00
〜



長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119
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火災時の問い合わせ

 ℡ 22-1414

ホームページ

http://www.city.nagato.yamaguchi.

jp/̃shobo/

火災救急
件数［10月］
（　）内は今年累計

火

災

救
急

建　物
1（10）

林　野
0（2）

車　両
０（0）

船　舶
０（０）

その他
1（10）

148
（1,534）

合　計
1（21）
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お
酒
は
、
祝
い
事
や
会
食
で
飲
ま

れ
る
な
ど
生
活
や
文
化
の
一
部
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
。

　

飲
酒
は
、
適
量
な
ら
気
持
ち
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
会
話
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
る
等
効
果
が
あ
り
ま
す

が
、
多
量
に
な
る
と
健
康
を
害
し
た

り
、
運
動
機
能
や
意
識
の
障
害
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
長
期
に
わ
た
っ
て

飲
み
続
け
る
人
の
中
に
は
、
依
存
症

と
な
り
、
生
活
面
に
支
障
が
生
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
依
存
症
は
60
以

上
も
の
病
気
や
外
傷
の
原
因
に
な
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飲
酒
に
よ
る
病
気
は
、
自
ら
病
気

の
発
生
を
予
防
で
き
ま
す
。
節
度
あ

る
適
度
な
飲
酒
と
し
て
、「
健
康
日

本
21
」
の
中
で
は
通
常
の
ア
ル
コ
ー

ル
代
謝
能
を
有
す
る
壮
年
男
性
の
場

合
、
１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
20

ｇ
程
度
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
20

ｇ
と
は
、
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
１
本
、
日

本
酒
１
合
、
ワ
イ
ン
２
杯
、
ウ
イ
ス

キ
ー
ダ
ブ
ル
１
杯
等
に
相
当
し
ま

す
。
１
日
の
飲
酒
量
が
３
倍
以
上
に

な
る
と
、
飲
み
す
ぎ
と
な
り
、
依
存

症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

飲
み
す
ぎ
が
習
慣
化
し
て
依
存
症
に

な
る
ま
で
の
期
間
は
、
男
性
で
20
年

以
上
、
女
性
は
そ
の
半
分
の
期
間
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
女
性
は
、
男
性
に
比
べ

て
臓
器
に
障
害
を
起
こ
し
や
す
く
、

ま
た
高
齢
者
は
酔
い
方
が
ひ
ど
く
な

る
こ
と
が
あ
り
、
控
え
め
に
飲
酒
を

し
ま
し
ょ
う
。

お
酒
と
健
康

保
健
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

健
康
面
に
気
を
つ
け
て
お
酒
を
飲
む

に
は
…

・
ゆ
っ
く
り
と
食
事
と
一
緒
に

・
週
２
日
は
休
肝
日
を

・ 

入
浴
・
運
動
・
仕
事
前
は
飲
ま
な

い
（
運
動
機
能
や
判
断
力
を
低
下

さ
せ
ま
す
） 

・ 

定
期
的
に
検
診
を
（
肝
機
能
検
査

等
を
受
け
て
、
飲
み
す
ぎ
て
い
な

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
）

・
薬
と
一
緒
に
飲
ま
な
い　

等

　

節
度
、
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
お
酒
を
楽
し
く
嗜
み
ま
し
ょ
う
。
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こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
器

具
な
ど
火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増

え
、
火
災
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
日
頃
か
ら
火

の
取
扱
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

・ 

耐
震
自
動
消
火
装
置
付
き
の
も

の
を
使
用
す
る

・ 

ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
を

干
し
た
り
近
く
に
紙
や
衣
類
な

ど
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

・ 

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ

レ
ー
な
ど
引
火
の
危
険
性
が
あ

る
も
の
を
使
用
し
な
い

・ 

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
灯
油
を

給
油
す
る
場
合
は
、
必
ず
火
を

消
し
て
か
ら
行
い
、
給
油
中
は

そ
の
場
を
離
れ
な
い

・ 

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
給
油
後
、

タ
ン
ク
の
ふ
た
を
確
実
に
閉

め
、
漏
れ
が
な
い
か
確
認
す
る

・ 

灯
油
の
容
器
は
金
属
製
ま
た
は

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
で
推
奨
マ
ー

ク
も
し
く
は
認
定
証
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
、
必

ず
栓
を
密
閉
す
る
こ
と
。

暖
房
器
具
の
取
扱
い
に
注
意
！

▼住宅用火災警報器の普
及率（10 月末現在）

長門市全体 72％

長門地区 70％

三隅地区 67％

日置地区 79％

油谷地区 80％

こ
ん
に
ち
は

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

℡
23
‐
１
２
９
５

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
各
競

技
運
営
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
官
民
一
体
と
な
っ

た
お
も
て
な
し
と
選
手
の
が
ん

ば
り
に
よ
り
、
山
口
県
が
悲
願

の
天
皇
杯
、
皇
后
杯
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大

変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
私
た

ち
長
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
し
て
、
今
大
会
運
営

に
参
加
・
協
力
で
き
た
こ
と
を

糧
に
、今
後
よ
り
一
層
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

去
る
10
月
1
日
か
ら
11
日
に

か
け
て
、
県
内
各
地
で
第
66
回

国
民
体
育
大
会「
お
い
で
ま
せ
！

山
口
国
体
」
が
開
催
さ
れ
、
長

門
市
に
お
い
て
は
、
会
期
前
実

施
競
技
と
し
て
、
９
月
11
日
に

伊
上
海
浜
公
園
に
お
い
て「
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
競
技
」
が
行
わ
れ
た

の
を
皮
切
り
に
、
10
月
２
日
か

ら
6
日
に
か
け
て
は
、
俵
山
多

目
的
交
流
広
場
に
お
い
て
「
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技(

少

年
男
子
）」、
10
月
８
日
か
ら
10

日
に
か
け
て
は
、
な
が
と
総
合

体
育
館
に
お
い
て
「
空
手
道
競

技
」、
10
月
９
日
は
三
隅
地
区
の

一
部
に
お
い
て
「
自
転
車
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

48
年
ぶ
り
の
山
口
県
で
の
開
催

で
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
選

手
・
役
員
等
を
長
門
市
に
お
迎

え
し
、
私
た
ち
長
門
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
も
、
各
競
技
会
場

に
お
い
て
接
伴
係
・
駐
車
場
係
・

弁
当
係
・
美
化
装
飾
係
・
立
哨

員
等
で
、
他
の
多
く
の
ボ
ラ
ン

▲国体には多くのボランティアも参加

　

長
門
市
出
身
の
、
県
外
在
住
の
学
生
に
運
賃
補
助
を
行
い
ま
す

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
ふ
る
さ
と
利
用
事
業
の
お
知
ら
せ

■
補
助
対
象
者

・ 

過
去
に
、
長
門
市
内
に
住
民
登
録

の
あ
っ
た
人

・ 

現
在
山
口
県
外
に
在
住
の
高
校

生
・
大
学
生
・
専
門
学
校
生
等

・ 

Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
て
長
門
市
に
帰
省

す
る
際
、美
祢
線
を
利
用
す
る
こ
と

※ 

大
学
と
は
、
防
衛
大
学
校
な
ど
一

部
を
除
く
。
専
門
学
校
と
は
、
学

校
教
育
法
第
124
条
お
よ
び
134
条
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
く
教
育
施
設

■ 

補
助
金
額

　

 

Ｊ
Ｒ
運
賃
の
２
分
の
１
（
100
円

未
満
は
切
り
捨
て
）
、
ま
た
は

５
、０
０
０
円
の
い
ず
れ
か
少
な

い
金
額
を
補
助

※ 

Ｊ
Ｒ
運
賃
と
は
、乗
車
券
に
加
え
、

新
幹
線
・
特
急
・
急
行
等
の
料
金

を
含
む

※ 

Ｊ
Ｒ
運
賃
に
含
ま
な
い
も
の

　

 

グ
リ
ー
ン
料
金
、
定
期
券
の
利
用

区
間
、
ぐ
る
り
ん
パ
ス
や
周
遊

き
っ
ぷ
、
電
子
マ
ネ
ー
、
青
春
18

キ
ッ
プ
を
利
用
し
た
乗
車

※ 

学
生
割
引
、
団
体
割
引
、
往
復
割

引
等
の
割
引
を
利
用
す
る
場
合
、

割
引
後
の
運
賃
と
す
る

※ 

き
っ
ぷ
の
到
着
駅
は
長
門
市
内
の

駅
で
あ
る
こ
と

■
Ｊ
Ｒ
乗
車
券
の
購
入
に
つ
い
て

　

 

乗
車
券
は
券
売
機
で
購
入
す
る
と

必
要
な
情
報
が
記
載
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
窓
口
で

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
乗

車
券
は
乗
車
日
の
１
ヵ
月
前
か
ら

購
入
で
き
ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て

事
前
に
ご
購
入
く
だ
さ
い

■
申
請
方
法

・ 

在
学
証
明
書
、
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

・ 

Ｊ
Ｒ
乗
車
券
等
の
記
載
事
項
が
全

て
確
認
で
き
る
状
態
の
コ
ピ
ー
ま

た
は
写
真
を
添
付
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い

・ 

乗
車
し
た
美
祢
線
の
列
車
内
の
前

後
の
高
い
位
置
に
車
両
番
号
が
掲

示
さ
れ
て
い
る
の
で
（
通
常
は

「
キ
ハ
120 

○
○
」
）
申
請
書
に

こ
の
車
両
番
号
と
列
車
の
時
刻
を

必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い

■ 

申
請
受
付
期
間

　

12
／
１
（木）
〜
平
成
24
年
３
／
30 

（金）

※ 

郵
送
の
場
合
は
必
着

※
美
祢
線
利
用
期
間
も
同
じ
期
間

■ 

申
請
書
類
の
備
え
付
け
場
所

　

 

長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

長
門
市
商
工
水
産
課
、
各
支
所
、

長
門
市
駅
隣
接
の
観
光
案
内
所

※ 

補
助
金
の
予
算
（
150
万
円
）
の
範

囲
内
で
先
着
順
で
す
（
事
業
を
終

了
す
る
場
合
は
、
長
門
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

http://www.city.nagato.yam
aguchi.jp/

※ 

補
助
の
詳
細
は
長
門
市
役
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左
記
へ
。Ｊ
Ｒ
・

駅
へ
の
お
問
い
合
せ
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い

■ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
759
‐
4192　

長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

　

 

長
門
市
Ｊ
Ｒ
美
祢
線
利
用
促
進
協
議

会
事
務
局
（
長
門
市
商
工
水
産
課
）

℡
23-

１
１
３
６
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毎月19日は「ながと食の日」

栄養価（１人分）
エネルギー…312kcal
たんぱく質…10.9g
脂　　　質…5.0g
塩分相当量…2.1g

ほっちゃテレビ放送予定

12／9（金）・12／11（日）

水道修繕当番店（12月）
地　区 公　道　部 邸　内　部

長門地区 ㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138

㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138

三隅地区 森永水道㈱
℡ 43-0552

森永水道㈱
℡ 43-0552

日置地区 ㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138

㈲安田建材
℡ 32-1217

℡ 090-1013-6036*

油谷地区 ㈲キハラ
℡ 34-0018

㈲キハラ
℡ 34-0018

主食

副菜

主菜

牛乳・乳製品 果物

■食事バランスガイド

休日当番医
消費者トラブルＱ＆Ａ

　携帯電話に一日 20件近く、深夜・早朝、
問わずメールが大量に送られてきて困っ

ています。何か良い方法はあるのでしょうか

　携帯電話で受信拒否の設定をすれば来な
くなります。しかしメールアドレスを変え
て送ってくることも考えられるため、受信

拒否の設定をしてもメールが続くようであれば、
お近くの携帯電話会社へ相談をしましょう。
　最近では「手続きをしたら 1000 万円がもらえ
る」や「メールをクリックしたら有料サイトにつ
ながった」といった相談が寄せられています。さ
らに迷惑メールを増やさないためにも、安易に個
人情報を入力しないように気をつけましょう。
　もし、迷惑メールを受け取ったら、日本データ
通信協会や日本産業協会の「迷惑メール相談セン
ター」に迷惑メールの内容を送ってください。あ
なたの代わりに該当機関へ苦情を送ってくれま
す。自分で苦情を言うことは、相手に自分のメー
ルアドレスを知らせることになるので、絶対にや
めましょう。
財団法人　日本データ通信協会 

http://www.dekyo.or.jp/soudan/
財団法人　日本産業協会  

http://www.nissankyo.or.jp/spam/index.html

携帯電話への迷惑メール

Ｑ

Ａ

問い合わせ　市民課市民相談係　　　　　℡ 23-1115
　　　　　　山口県消費生活センター  ℡083-924-0999

１ 木

２ 金
●街頭献血（400mlのみ）／長門市役所本庁／9時30分～12時・市役所三隅支所／14時～16時

３ 土
●障害者週間（9日まで）

４ 日
●第5回記念＜大津あきら杯＞県内選抜歌謡コンクール／ルネッサながと／10時～・13時～　
●人権週間（10日まで）

５ 月
●行政相談／日置地域福祉センター／９時～12時

６ 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●行政相談／三隅支所／10時～12時　●商工会議所・商工会合同なんでも相談／長門商工会議所／10時～15時

７ 水

８ 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時

９ 金

10 土 ●金子みすゞ記念館講座Ａコース／金子みすゞ記念館／13時30分～15時／要事前申込　●アマチュアバンドフェ
スティバル／ラポールゆや／13時～　●THE MICHELLEライブ／ラポールゆや／18時30分～

11 日
12 月

13
火

●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●禁煙相談／長門健康福
祉センター／13時～16時／要予約（℡22-2811）　●骨髄バンク登録受付・Ｃ型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／
長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）　●行政相談／油谷中央公民館／10時～12時

14 水 ●無料法律相談／市役所本庁市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1115）

15 木 ●発達クリニック／長門健康福祉センター／14時～／要予約

16 金 　

17 土
18 日 ●コール・チュラカーギ第27回定期演奏会／長門市中央公民館／14時～

19 月 毎月19日は「ながと食の日」

20 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）
●心の健康相談／長門健康福祉センター／13時～14時／要予約（℡22-2811）

21 水 ●人権・行政合同相談／市役所本庁市民相談室／10時～12時

22
木

●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時　●街頭献血／長門土木建築事務所／9時30分～11
時・長門市教育委員会／13時～14時・長門警察署／15時～16時30分　

23 金 「天皇誕生日」　

24 土
25 日 ●山口県議会議員補欠選挙／7時～20時　●第2回和太鼓ワークショップ／ルネッサながと／13時～15時

●油谷こどもミュージカル第10回定期公演／ラポールゆや／11時～・14時～

26 月 ●固定資産税3期納期限
●長門市消防団年末年始特別警戒激励式／市役所本庁南側駐車場／18時30分～

27 火 ●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～17時／有料・要予約（℡0838-24-0500）

28 水 ●公務納め

29 木
30 金
31 土

作り方
① 米は、炊く 30 分前に洗って、水を切り、同量の水を加えて炊く。
② にんじん、ごぼうはせん切り、れんこんは薄いいちょう切りにし、ごぼうとれんこん
はそれぞれ水につけてあくを抜く。
③ Aは混ぜ合わせておく。
④②を別々に茹でて、水気をきり、Ａをからめて下味をつける。
⑤牛肉は 3cm幅に切り、Bと鍋に入れ中火で煮て火をとおす。
⑥ご飯が炊けたら熱いうちに、Cを加え、きる様に混ぜ合わせる。全体に味がなじんだら、
④ ⑤の汁気を切って、加えて混ぜ合せ、粗熱をとる。器に盛り、かいわれ大根を飾って、
煎りごまを散らす。

食推おすすめ料理

材　料（6人分）

長門市食生活改善推進協議会

ワンポイントアドバイス

寿司飯の中に、下味をつけた具を混ぜ合わせましょう。手軽にできるお寿司です。

※水道のトラブルは長門市指定工事店に依頼してください

米  …2 カップ
にんじん  …30g
ごぼう  …100g
れんこん  …100g
牛もも薄切り肉 …200g
　　　酢 　 …大さじ 1・1/2
　　　しょうゆ …大さじ 1/2
　　　砂糖　　　 …大さじ 1/2
　　　塩  …小さじ 1/4 強

きんぴら寿司　ー お肉を使ったちらし寿司 ー

　　　しょうゆ …大さじ1・1/2
　　　酒  …大さじ1
　　　砂糖  …大さじ 1
　　　酢  …1/4 カップ
　　　砂糖  …大さじ 2
　　　塩  …小さじ 1
　　　煎りごま …10 ｇ
かいわれ大根  …適量

12 月のカレンダー 2011 December 12

月／日 曜 当　番　医 電話番号

12 ／ 4 日
斉藤医院 22-0826
長門総合病院 22-2220

12 ／11 日
岡田クリニック 22-2717
岡田病院 23-0033

12 ／18 日
しみず循環器科内科医院 22-2205
斎木病院 26-1211

12 ／23 金
半田内科クリニック 23-0303
長門総合病院 22-2220

12 ／25 日
吉村内科 22-3322
岡田病院 23-0033

12 ／ 29 木
戸嶋医院 34-0003
斎木病院 26-1211

12 ／ 30 金
長門診療所 22-2440
長門総合病院 22-2220

12 ／31 土
友近内科循環器科医院 32-1180
岡田病院 23-0033

１／１ 日
宮尾医院 26-0559
斎木病院 26-1211

１／２ 月
福永医院 22-1451
長門総合病院 22-2220

１／３ 火
持山医院 22-1555
岡田病院 23-0033

Ａ

Ｂ

Ｃ

＊は休日・夜間のみ

●イベント　●相談・健診



No.129

編
集
後
記

■ 発行　長門市役所　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339-2　TEL0837-22-2111（代）
■ 編集　企画総務部秘書広報課広報広聴係　TEL 0837-23-1117　FAX 0837-22-5358
URL:http://www.city.nagato.yamaguchi.jp　E-Mail:koho@city.nagato.yamaguchi.jp

長門市市民憲章
③ 夢 かたりあう、
             伸びゆくまちをつくります

　

長
門
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

は
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
「
な
が
と
観
光
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
」
３
名
を
選
出
。
11
月
16
日

（水）
、
に
長
門
商
工
会
議
所
で
認
定
書
の

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
磯
部
彩
さ
ん

（
油
谷
伊
上
）、
大
場
彩
さ
ん
（
油
谷
伊

上
）、山
﨑
千
佳
さ
ん
（
油
谷
河
原
）
で
、

任
期
は
２
年
間
で
す
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
３
人
は
「
観

光
地
の
魅
力
を
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
し
て
長

門
市
を
元
気
に
し
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

表
紙
の
説
明

な
が
と
観
光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

長
門
の
魅
力
伝
え
ま
す

舟
乘
と
星 

　
　

金
子
み
す
ゞ

『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

舟
乘
は
星
を
み
た
、

星
は
い
つ
て
た
、

「
お
い
で
よ
、
お
い
で
。」

波
は
ず
ゐ
ぶ
ん
高
か
つ
た
。

舟
乘
の
眼
は
か
が
や
い
た
。

風
も
お
そ
れ
ず
、
波
も
み
ず
、

星
へ
へ
さ
き
を
向
け
て
ゐ
た
。

舟
乘
は
岸
へ
つ
い
て
た
、

知
ら
ぬ
ま
に
。

「
星
か
、
星
か
、」
と
お
も
つ
て
た
。

星
は
や
つ
ぱ
り
遠
か
つ
た
。

舟
乘
を
に
が
し
た
と
、

波
は
な
ほ
さ
ら
怒
つ
て
た
。　

長門市のDATA
〔平成23年11月１日〕

人　口 38,837 人 ( -23)
　　男 17,865 人 ( -10)
　　女 20,972 人 ( -13)
世帯数 16,531 世帯 (    0)

( ) 内は先月比

〔10月分〕 出生 19 人 死亡 50 人
 転入 　52人 転出  44 人

　

５
年
以
上
使
っ
た
携
帯
電
話
を
機

種
変
更
し
ま
し
た
。
機
能
に
は
全
く

こ
だ
わ
ら
な
い
ア
ナ
ロ
グ
人
間
の
私

で
し
た
が
、
最
近
周
り
に
す
っ
か
り

定
着
し
て
き
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

初
め
て
購
入
。
▼
電
話
や
メ
ー
ル
以

外
に
い
ろ
ん
な
機
能
が
あ
り
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
友
人
た
ち
の
つ
ぶ
や
く

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見

ら
れ
、
ど
こ
に
い
て
も
現
在
地
が
地

図
に
表
示
さ
れ
、
テ
レ
ビ
電
話
も
で

き
ま
す
。
新
聞
を
読
む
の
も
映
画
を

見
る
の
も
ゲ
ー
ム
を
す
る
の
も
こ
の

１
台
。
▼
私
は
技
術
の
進
歩
に
つ
い

て
行
く
の
が
や
っ
と
で
す
。
固
定
電

話
で
友
人
の
家
に
電
話
を
し
た
り
、

転
校
し
た
同
級
生
と
文
通
を
し
た
り

し
た
子
供
の
頃
が
、
な
ん
だ
か
な
つ

か
し
く
思
え
て
き
ま
す
。（
さ
）


